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CUDマークはNPO法人カラーユニバーサル
デザイン機構により、認証された印刷物、製品
等に表示できるマークです。

表紙の絵は、NPO法人「子どもデザイン教室」で絵やデザインを学ぶ子どもたち

に描いてもらいました。

親と暮らせない子どもたちを支援する同団体では、創作活動を繰り返すことで、

幼少期から長期的に自立する力を育てる「子どもデザイン教室」による学習支援や、

子どもたちと作ったキャラクターを企業に販売し、自立資金を貯金する「子ども

デザイン基金」による学費支援などに取り組まれています。

※

解説

NPO法人「子どもデザイン教室」 ▶ http://www.c0d0e.com/
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編集方針

1 Daigasグループ CSRレポート 2019

「CSRレポート2019」について

Daigasグループにおける
CSRの重要側面（マテリアリティ）を中心に取り組みを報告

Daigasグループは、自らのCSR（社会的責任）を全うする
ために、社会からの要請に耳を傾け、それを踏まえて経営す
ることが必要だと考えています。

そのため、当社グループは、グローバル・レポーティング・
イニシアティブ（GRI）が策定する持続可能性報告書の世界
的ガイドラインであるGRIサステナビリティ・レポーティング・
スタンダード（GRIスタンダード）を参考に、現在の社会情勢
を踏まえ、外部有識者の方々との対話を重ねながら、当社

大阪ガス株式会社（大阪ガス）とその関係会社からなる「Daigasグループ」を対象
としています。大阪ガス単体に関する報告については、主語を「大阪ガス」または「当社」
としています。

環境パフォーマンスデータの集計対象は大阪ガスと、連結子会社150社のうち、
データ把握が困難かつ環境負荷の小さい、テナントとして入居している会社ならび
に海外の会社を除いた関係会社（55社）※です。

直近の実績データは、基本的に2018年度（2018年4月1日〜2019年3月31日）
のものを報告していますが、活動内容には2019年度のものも含んでいます。
※エネルギー使用量・温室効果ガス排出量については対象会社に海外子会社（1社）を追加し56社

参考にしたガイドライン
● ISO26000
● GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード

本報告書にはGRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダー
ドによる開示要求項目に対応した情報を記載しています。

● 環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
● TCFD提言
● 国連グローバル・コンパクトCOP※方針
※COP…Communication on Progress

グループにおけるCSRの重要な側面（マテリアリティ）を特
定しました。

本レポートでは、特定したマテリアリティを「優先的な取り
組み」として、それぞれのマネジメント状況と関連する取り組
みの進捗を報告するとともに、マテリアリティ報告以外の活
動も可能な限り掲載し、当社グループの取り組みの全体像
が把握できるようにしています。

CSR報告の全体像

その他の媒体

冊子

高い

高い
Daigasグループにとっての重要性

ウェブサイト
全てのCSR活動を報告

外
部
有
識
者
か
ら
見
た

社
会
に
と
っ
て
の
重
要
性

マテリアリティ報告を
中心に日々のCSR活動
で進捗のあったものを
抜粋して報告

関連ウェブサイト

企業情報 取り組み・活動 株主・投資家向け情報

ウェブサイト 本冊子

Daigasグループの現状 アニュアルレポート

関連レポート

報告対象

※表紙に掲載のフリーポート基地写真：Freeport LNG Development, L.P.提供
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温室効果ガスの排出抑制 .....................

本レポートで報告すべき話題を
選定し優先順位をつける際には、
Daigasグループにとっての重要
性と外部有識者から見た社会に
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幅広い読者にご理解いただけるように、文字の大き
さ、色使い、写真、図表などはデザイン面で工夫し、専
門的な用語については「用語集」を添付しています。

レポートの内容や掲載データの信頼性を確保
するために、第三者に検証を依頼しています。
環境パフォーマンスデータについては、ビュー
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受審しました。また、レポート全体については、簡
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網羅性と重要性への配慮 分かりやすさへの配慮 信頼性への配慮

様々な色覚特性をお持ちの方も分かりやすく見ていただけ
るように、NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構が実
施している検証に合格しました。
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■ 大阪ガス株式会社の概況（2019年3月31日現在）

Daigasグループの概要

■ Daigasグループの主な事業内容（2019年3月31日現在）

本　　社
設　　立
事業開始
資 本 金
従業員数

大阪市中央区平野町四丁目1番2号 

1897年4月10日

1905年10月19日

132,166百万円

【個別】5,392人
(執行役員・理事・嘱託含む・出向者除く)

【連結】20,224人

■ Daigasグループ経営体制（2019年4月1日現在）

■ Daigasグループの主なデータ

■ Daigasグループの都市ガスサービスエリア
事業部門 主な事業内容

都市ガス製造・供給および販売、ガス機器販売、ガス
配管工事、LNG　  販売、LPG　  販売、産業ガス販売

発電および電気の販売

天然ガスおよび石油等に関する開発・投資、エネルギー
供給、LNG輸送タンカーの賃貸

不動産の開発および賃貸、情報処理サービス、
ファイン材料および炭素材製品の販売

国内エネルギー・ガス

国内エネルギー・電力

海外エネルギー

ライフ＆ビジネス ソリューション

取締役会 監査役／監査役会

監査役室会長／社長

経営会議

※中核会社以外の組織はいずれも 
　大阪ガス株式会社の組織

グループ本社スタッフ組織
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Daigasグループの
セグメント別売上高構成（2018年度）

国内エネルギ－・電力 海外エネルギー

ライフ＆ビジネス
ソリューション

12.8% 8.8%

国内エネルギー・
ガス

経常利益営業利益 当期純利益（個別）・
親会社株主に帰属する当期純利益

都市ガス販売量売上高

中核会社※

0

2016 2018（年度）

300,000

600,000

900,000

1,200,000

1,500,000
（百万円）

906,854
1,039,629 1,104,537

1,371,8631,296,238

個別
連結

1,183,846

個別
連結

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（百万円）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（百万円）

0

2016 20172017 2018（年度）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（百万m3）

8,694

7,901
7,935

8,662 8,546

8,580

（百万円）

20,000

0

40,000

60,000

80,000

監
査
部

総
務
部

人
事
部

広
報
部

秘
書
部

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

東
京
支
社

C
S
R
・
環
境
部

資
材
部

経営企画
本部
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部門

イノベーション
本部

2016 2018（年度）2017

55,345
47,722 27,946

67,977
78,118

97,250

個別
連結

2016 2018（年度）2017 2016 2018（年度）2017

個別
連結

当期純利益 個別
親会社株主に帰属する当期純利益 連結

40,553

63,103

25,139

33,601

77,087

96,276

70,273

58,200

61,271

54,659 44,028

37,724

26.0% 52.5% ニューヨーク事務所

大阪ガスUSA・
ヒューストン本社

大阪ガス　
オーストラリア

大阪ガスUK

ノルウェー領北海

サグントLNG基地

EI I（パイプライン・IPPなど）

ハレット4プロジェクト（風力）クラックス

イクシス
ゴーゴン

カルハットLNG

シュワイハットS2（発電造水）

大阪ガスパワーアメリカ（IPP）

テナスカゲートウェイ（IPP）

東テキサスシェール
ガスプロジェクト

セントチャールズ天然ガス火力発電
ショア天然ガス火力発電

フェアビュー天然ガス火力発電ミシガンパワー天然ガス火力発電

フリーポートLNG基地

オーロラ・ソーラー・
プロジェクト（太陽光）

クリーンエナジー天然ガス火力発電
トワンティック天然ガス火力発電

ピアソールシェールガス・オイル

エバンスショール
パプアニューギニア西部・ガス・コンデンセート

サンライズ

マリアナス・エナジー（発電O&M）
大阪ガスタイランド

大阪ガスシンガポール

ジャカルタ駐在員事務所

（2019年3月31日現在）

LNGプロジェクト・ガス田などの上流事業への参画案件
エネルギー関連などの中下流事業への参画案件

グループ会社（海外エネルギー事業関連）
海外事務所

マニラ駐在員
事務所

エロガスメット（ガス配給）

Daigasグループの都市ガス事業者 （2019年3月31日現在）

①大阪ガスタイランド（エネルギーサービス）
②OGP Energy Solutions（エネルギーサービス）
③NS-OG Energy Solutions（コージェネレーション　  事業）
④CITY-OG Gas Energy Services（ガス販売）
⑤PT OSAKA GAS INDONESIA（天然ガス共同マーケティング）

①
②③

④
⑤

■ Daigasグループの海外エネルギー事業

ウェブサイト掲載情報 ■ 企業案内
■ Daigasグループ
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滋賀ライン
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三 重 県三 重 県
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兵 庫 県兵 庫 県

京滋事業所
（KRPガスビル）
京滋事業所

（KRPガスビル）

京阪事業所京阪事業所
北部事業所北部事業所

東部事業所東部事業所

和歌山事業所
（和歌山ガスビル）
和歌山事業所

（和歌山ガスビル）

近畿幹線第2西部ライン近畿幹線第2西部ライン

大阪事業所
（ドームシティガスビル）
大阪事業所

（ドームシティガスビル）近畿幹線
湾岸ライン
近畿幹線
湾岸ライン

近畿幹線
第3西部ライン
近畿幹線
第3西部ライン

近畿幹線
第2西部ライン

導管総延長（2019年3月31日現在）
大阪ガス:約62,200km
Daigasグループ:約62,700km

姫路製造所姫路製造所

兵庫事業所（神戸ガスビル）兵庫事業所（神戸ガスビル）
兵庫事業所

（ポートアイランド事務所）
兵庫事業所

（ポートアイランド事務所）
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第2東部ライン
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南部事業所
（堺ガスビル）
南部事業所

（堺ガスビル）

泉北製造所第一工場泉北製造所第一工場
泉北製造所第二工場泉北製造所第二工場

本社
（ガスビル）
本社

（ガスビル）

近畿幹線
尼崎ライン
近畿幹線
尼崎ライン

当社高圧導管
当社主要導管
他社高圧導管

本社・事業所
研究所
製造所
供給所

凡　例

供給区域

供給区域：兵庫県豊岡市

豊岡市

2km

豊岡エネルギー（株）の
サービスエリア

名張市

1km

供給区域：三重県名張市

名張近鉄ガス（株）の
サービスエリア

2km

大津市

供給区域：滋賀県大津市

びわ湖ブルーエナジー（株）の
サービスエリア

供給区域：和歌山県新宮市

新宮市

1km

新宮ガス（株）の
サービスエリア解 説 解 説

解 説

Daigasグループについて
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■ 大阪ガス株式会社の概況（2019年3月31日現在）

Daigasグループの概要

■ Daigasグループの主な事業内容（2019年3月31日現在）

本　　社
設　　立
事業開始
資 本 金
従業員数

大阪市中央区平野町四丁目1番2号 

1897年4月10日

1905年10月19日

132,166百万円

【個別】5,392人
(執行役員・理事・嘱託含む・出向者除く)

【連結】20,224人

■ Daigasグループ経営体制（2019年4月1日現在）

■ Daigasグループの主なデータ

■ Daigasグループの都市ガスサービスエリア
事業部門 主な事業内容

都市ガス製造・供給および販売、ガス機器販売、ガス
配管工事、LNG　  販売、LPG　  販売、産業ガス販売

発電および電気の販売

天然ガスおよび石油等に関する開発・投資、エネルギー
供給、LNG輸送タンカーの賃貸

不動産の開発および賃貸、情報処理サービス、
ファイン材料および炭素材製品の販売

国内エネルギー・ガス

国内エネルギー・電力

海外エネルギー

ライフ＆ビジネス ソリューション

取締役会 監査役／監査役会

監査役室会長／社長

経営会議

※中核会社以外の組織はいずれも 
　大阪ガス株式会社の組織

グループ本社スタッフ組織

資
源
・
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外
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業
部
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ス
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・
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電
・
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ア
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ン
グ
事
業
部

ネ
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ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー

リ
ビ
ン
グ
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業
部

エ
ネ
ル
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ー
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業
部

大
阪
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ス
都
市
開
発
㈱

㈱
オ
ー
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ス
総
研
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阪
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ス
ケ
ミ
カ
ル
㈱

経
理
業
務
部

財
務
部

投
資
評
価
部

新
規
事
業
開
発
部
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画
部

情
報
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信
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エ
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ー
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究
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イ
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ー
シ
ョ
ン
推
進
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

近
畿
圈
部

事業部組織

Daigasグループの
セグメント別売上高構成（2018年度）

国内エネルギ－・電力 海外エネルギー

ライフ＆ビジネス
ソリューション

12.8% 8.8%

国内エネルギー・
ガス

経常利益営業利益 当期純利益（個別）・
親会社株主に帰属する当期純利益

都市ガス販売量売上高

中核会社※

0

2016 2018（年度）

300,000

600,000

900,000

1,200,000

1,500,000
（百万円）

906,854
1,039,629 1,104,537

1,371,8631,296,238
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連結

1,183,846
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連結
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2016 20172017 2018（年度）
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7,935

8,662 8,546
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（百万円）

20,000
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監
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人
事
部
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報
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秘
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プ
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東
京
支
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C
S
R
・
環
境
部

資
材
部

経営企画
本部

地域共創
部門

イノベーション
本部

2016 2018（年度）2017

55,345
47,722 27,946

67,977
78,118

97,250

個別
連結

2016 2018（年度）2017 2016 2018（年度）2017

個別
連結

当期純利益 個別
親会社株主に帰属する当期純利益 連結

40,553

63,103

25,139

33,601

77,087

96,276

70,273

58,200

61,271

54,659 44,028

37,724

26.0% 52.5% ニューヨーク事務所

大阪ガスUSA・
ヒューストン本社

大阪ガス　
オーストラリア

大阪ガスUK

ノルウェー領北海

サグントLNG基地

EI I（パイプライン・IPPなど）

ハレット4プロジェクト（風力）クラックス

イクシス
ゴーゴン

カルハットLNG

シュワイハットS2（発電造水）

大阪ガスパワーアメリカ（IPP）

テナスカゲートウェイ（IPP）

東テキサスシェール
ガスプロジェクト

セントチャールズ天然ガス火力発電
ショア天然ガス火力発電

フェアビュー天然ガス火力発電ミシガンパワー天然ガス火力発電

フリーポートLNG基地

オーロラ・ソーラー・
プロジェクト（太陽光）

クリーンエナジー天然ガス火力発電
トワンティック天然ガス火力発電

ピアソールシェールガス・オイル

エバンスショール
パプアニューギニア西部・ガス・コンデンセート

サンライズ

マリアナス・エナジー（発電O&M）
大阪ガスタイランド

大阪ガスシンガポール

ジャカルタ駐在員事務所

（2019年3月31日現在）

LNGプロジェクト・ガス田などの上流事業への参画案件
エネルギー関連などの中下流事業への参画案件

グループ会社（海外エネルギー事業関連）
海外事務所

マニラ駐在員
事務所

エロガスメット（ガス配給）

Daigasグループの都市ガス事業者 （2019年3月31日現在）

①大阪ガスタイランド（エネルギーサービス）
②OGP Energy Solutions（エネルギーサービス）
③NS-OG Energy Solutions（コージェネレーション　  事業）
④CITY-OG Gas Energy Services（ガス販売）
⑤PT OSAKA GAS INDONESIA（天然ガス共同マーケティング）

①
②③

④
⑤

■ Daigasグループの海外エネルギー事業

ウェブサイト掲載情報 ■ 企業案内
■ Daigasグループ

三重・
滋賀ライン

滋 賀 県滋 賀 県
三 重 県三 重 県

滋賀東事業所滋賀東事業所

近畿幹線
滋賀ライン

滋賀事業所滋賀事業所

近畿幹線京滋ライン

京 都 府京 都 府

姫路・
岡山ライン
姫路・
岡山ライン

至 岡山至 岡山

和 歌 山 県和 歌 山 県

奈 良 県奈 良 県

兵 庫 県兵 庫 県

京滋事業所
（KRPガスビル）
京滋事業所

（KRPガスビル）

京阪事業所京阪事業所
北部事業所北部事業所

東部事業所東部事業所

和歌山事業所
（和歌山ガスビル）
和歌山事業所

（和歌山ガスビル）

近畿幹線第2西部ライン近畿幹線第2西部ライン

大阪事業所
（ドームシティガスビル）
大阪事業所

（ドームシティガスビル）近畿幹線
湾岸ライン
近畿幹線
湾岸ライン

近畿幹線
第3西部ライン
近畿幹線
第3西部ライン

近畿幹線
第2西部ライン

導管総延長（2019年3月31日現在）
大阪ガス:約62,200km
Daigasグループ:約62,700km

姫路製造所姫路製造所

兵庫事業所（神戸ガスビル）兵庫事業所（神戸ガスビル）
兵庫事業所

（ポートアイランド事務所）
兵庫事業所

（ポートアイランド事務所）

近畿幹線
第2東部ライン
近畿幹線
第1東部ライン

奈良事業所奈良事業所

大 阪 府大 阪 府

近畿幹線
姫路ライン
近畿幹線
姫路ライン

高砂ライン高砂ライン

姫路事業所
（姫路ガスビル）
姫路事業所

（姫路ガスビル）

南部事業所
（堺ガスビル）
南部事業所

（堺ガスビル）

泉北製造所第一工場泉北製造所第一工場
泉北製造所第二工場泉北製造所第二工場

本社
（ガスビル）
本社

（ガスビル）

近畿幹線
尼崎ライン
近畿幹線
尼崎ライン

当社高圧導管
当社主要導管
他社高圧導管

本社・事業所
研究所
製造所
供給所

凡　例

供給区域

供給区域：兵庫県豊岡市

豊岡市

2km

豊岡エネルギー（株）の
サービスエリア

名張市

1km

供給区域：三重県名張市

名張近鉄ガス（株）の
サービスエリア

2km

大津市

供給区域：滋賀県大津市

びわ湖ブルーエナジー（株）の
サービスエリア

供給区域：和歌山県新宮市

新宮市

1km

新宮ガス（株）の
サービスエリア解 説 解 説

解 説
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「長期経営ビジョン2030」の実現に向けて －経営戦略と一体となったCSR－

Daigasグループは、「お客さま価値」
の創造を第一に、これを「社会価値」
「株主さま価値」「従業員価値」の創造
につなげます。

社是

サービス第一

Daigasグループの目指す姿

暮らしとビジネスの
“さらなる進化”の
お役に立つ企業グループ

Daigasグループは
4つの価値創造を
実現します

Daigasグループの宣言

1 関西圏で培った質の高い
サービスをより多くの
お客さまに継続的にお届けする

2 常に革新的な挑戦を
続けるプロフェッショナル
集団であり続ける

3 投資家・パートナー企業・
社会の皆さまや従業員
から信任を獲得し続ける

Daigasグループ企業理念

2030年度に向けた
「3つの思い」

「Daigasグループ企業理念」と
2030年度に向けた「3つの思い」

長期経営ビジョン2030長期経営ビジョンに掲げた項目

■ お客さまの期待を超える
お客さまの期待を上回る
サービス提供に常にチャレンジ

■ 事業の枠を超える
社会・地域・お客さまの発展に
貢献すべく、事業領域を拡大

■ 企業の枠を超える
アライアンス・M＆Aを
積極的に推進し、
国内外で広域に事業展開

時代を超えて
選ばれ続ける革新的な
エネルギー&サービス

カンパニーへ

Daigasグループの重視する
持続可能な開発目標（SDGs）

持続可能な開発目標（SDGs）への貢献

お客さま価値の創造 社会価値の創造

株主さま価値の創造 従業員価値の創造

Daigasグループでは、「長期経営ビジョン2030」および「中期経営計画2020」の策定に伴い、企業理念に則った「3つの思

い」を示しました。その一つ、「投資家・パートナー企業・社会の皆さまや従業員から信任を獲得し続ける」の実現に向けてグ

ローバル基準のESG（Environment、Social、Governance）に配慮した経営を掲げています。当社グループでは、これまで

Daigasグループが想定する社会課題

・気候変動 ・国内の人口減少 ・エネルギーの安定供給

・技術革新 ・資源の効率的な利用

販
売
・
消
費

供
給

製
造

輸
送

■ LNG　  バリューチェーン

採
掘

販
売
・
消
費

送
電

発
電

■ 電力バリューチェーン

輸
送

Daigasグループの事業領域

国内
エネルギー

海外
エネルギー

● ガス製造・販売
● ガス配給
● 電力発電・販売

ライフ&ビジネス
ソリューション

DaigasグループのCSR領域

Ⅰ お客さま価値の創造

Ⅱ 環境との調和と
持続可能な社会への貢献

Ⅲ 社会とのコミュニケーションと
社会貢献

Ⅳ コンプライアンスの推進と
人権の尊重

Ⅴ 人間成長を目指した企業経営

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

顧客の安全衛生

大気への排出／エネルギー

地域コミュニティ

顧客プライバシー

研修と教育　
ダイバーシティ　 と機会均等

共 

通

経済パフォーマンス
サプライヤーの評価
（環境・社会への影響・人権・労働慣行）

C
S
R
憲
章

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

P12-18

＋

Daigasグループの事業領域とCSR領域

ウェブサイト掲載情報 ■ 経営戦略と一体となったCSR

もCSR 憲章に沿ってESGの取り組みを進めてきました。2030年度に向けた各取り組みの2018年度実績については、以降の

ページで報告しています。これからもESGを経営における重要な要素と位置づけ、当社グループのCSR水準を一層高め、各ス

テークホルダーに選ばれる企業として持続可能な社会の発展に向けて取り組んでいきます。

E
環境

ステークホルダーから
信任を獲得し続ける経営

生産性向上に資する
働き方改革の推進と人材育成

P31-36、
47-48

S
社会

P21、
27-30、
37-42、
48

G
企業
統治

P19-24、
40-42、
45-46

● 高効率なエネルギー機器のお客さま
先への導入やエネルギーサービスの
提供

● クリーンエネルギーである天然ガスへ
の転換・省エネルギー技術の導入

● 最先端の火力発電所や再生可能エネ
ルギーの開発・導入

● 資源循環、生物多様性、化学物質の
安全性等に配慮した環境マネジメン
トの推進

● グローバル・コンパクトなど国際規範
に則った活動

● 人権への取り組みなどバリューチェー
ン全体での活動の推進

● 地域との共創（ソーシャルデザイン活
動、地域コミュニケーション活動、ま
ちづくりなど）

● ステークホルダーとの対話推進

● 公正な事業慣行

● 従業員・役員のダイバーシティ

● グローバル基準を踏まえたESG情報
の開示

● 情報セキュリティ対策

● 改革・改善の意識を持って
「自ら考え自ら働く人材」に

● 賢く・効率的に業務を推進

● 柔軟に考え方を転換する

● 新たなチャレンジによる成
長を追求

意識の改革

● グローバル人材の育成

● ICT等の活用による効率化

● ノウハウの高度共有による
人材の即戦力化と業務品質
向上

● 魅力ある職場づくり

働き方の改革

● 価値観の多様な個人・企業
による協働の推進

● 国籍・年齢・性別・居住地に
依らず機会を公平に提供

● 場所・時間に縛られないで
働ける環境・制度を整備

環境の整備

● 海外上流・
　トレーディング
● 海外中下流

● 都市開発
● 材料
● 情報

● 新領域・その他

P25-48

P7-8

P7-8

P43-46

解 説 解 説

解 説

Daigasグループについて
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「長期経営ビジョン2030」の実現に向けて －経営戦略と一体となったCSR－

Daigasグループは、「お客さま価値」
の創造を第一に、これを「社会価値」
「株主さま価値」「従業員価値」の創造
につなげます。

社是

サービス第一

Daigasグループの目指す姿

暮らしとビジネスの
“さらなる進化”の
お役に立つ企業グループ

Daigasグループは
4つの価値創造を
実現します

Daigasグループの宣言

1 関西圏で培った質の高い
サービスをより多くの
お客さまに継続的にお届けする

2 常に革新的な挑戦を
続けるプロフェッショナル
集団であり続ける

3 投資家・パートナー企業・
社会の皆さまや従業員
から信任を獲得し続ける

Daigasグループ企業理念

2030年度に向けた
「3つの思い」

「Daigasグループ企業理念」と
2030年度に向けた「3つの思い」

長期経営ビジョン2030長期経営ビジョンに掲げた項目

■ お客さまの期待を超える
お客さまの期待を上回る
サービス提供に常にチャレンジ

■ 事業の枠を超える
社会・地域・お客さまの発展に
貢献すべく、事業領域を拡大

■ 企業の枠を超える
アライアンス・M＆Aを
積極的に推進し、
国内外で広域に事業展開

時代を超えて
選ばれ続ける革新的な
エネルギー&サービス

カンパニーへ

Daigasグループの重視する
持続可能な開発目標（SDGs）

持続可能な開発目標（SDGs）への貢献

お客さま価値の創造 社会価値の創造

株主さま価値の創造 従業員価値の創造

Daigasグループでは、「長期経営ビジョン2030」および「中期経営計画2020」の策定に伴い、企業理念に則った「3つの思

い」を示しました。その一つ、「投資家・パートナー企業・社会の皆さまや従業員から信任を獲得し続ける」の実現に向けてグ

ローバル基準のESG（Environment、Social、Governance）に配慮した経営を掲げています。当社グループでは、これまで

Daigasグループが想定する社会課題

・気候変動 ・国内の人口減少 ・エネルギーの安定供給

・技術革新 ・資源の効率的な利用
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採
掘

販
売
・
消
費

送
電

発
電

■ 電力バリューチェーン

輸
送

Daigasグループの事業領域

国内
エネルギー

海外
エネルギー

● ガス製造・販売
● ガス配給
● 電力発電・販売

ライフ&ビジネス
ソリューション

DaigasグループのCSR領域

Ⅰ お客さま価値の創造

Ⅱ 環境との調和と
持続可能な社会への貢献

Ⅲ 社会とのコミュニケーションと
社会貢献

Ⅳ コンプライアンスの推進と
人権の尊重

Ⅴ 人間成長を目指した企業経営

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

顧客の安全衛生

大気への排出／エネルギー

地域コミュニティ

顧客プライバシー

研修と教育　
ダイバーシティ　 と機会均等

共 

通

経済パフォーマンス
サプライヤーの評価
（環境・社会への影響・人権・労働慣行）

C
S
R
憲
章

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

P12-18

＋

Daigasグループの事業領域とCSR領域

ウェブサイト掲載情報 ■ 経営戦略と一体となったCSR

もCSR 憲章に沿ってESGの取り組みを進めてきました。2030年度に向けた各取り組みの2018年度実績については、以降の

ページで報告しています。これからもESGを経営における重要な要素と位置づけ、当社グループのCSR水準を一層高め、各ス

テークホルダーに選ばれる企業として持続可能な社会の発展に向けて取り組んでいきます。

E
環境

ステークホルダーから
信任を獲得し続ける経営

生産性向上に資する
働き方改革の推進と人材育成

P31-36、
47-48

S
社会

P21、
27-30、
37-42、
48

G
企業
統治

P19-24、
40-42、
45-46

● 高効率なエネルギー機器のお客さま
先への導入やエネルギーサービスの
提供

● クリーンエネルギーである天然ガスへ
の転換・省エネルギー技術の導入

● 最先端の火力発電所や再生可能エネ
ルギーの開発・導入

● 資源循環、生物多様性、化学物質の
安全性等に配慮した環境マネジメン
トの推進

● グローバル・コンパクトなど国際規範
に則った活動

● 人権への取り組みなどバリューチェー
ン全体での活動の推進

● 地域との共創（ソーシャルデザイン活
動、地域コミュニケーション活動、ま
ちづくりなど）

● ステークホルダーとの対話推進

● 公正な事業慣行

● 従業員・役員のダイバーシティ

● グローバル基準を踏まえたESG情報
の開示

● 情報セキュリティ対策

● 改革・改善の意識を持って
「自ら考え自ら働く人材」に

● 賢く・効率的に業務を推進

● 柔軟に考え方を転換する

● 新たなチャレンジによる成
長を追求

意識の改革

● グローバル人材の育成

● ICT等の活用による効率化

● ノウハウの高度共有による
人材の即戦力化と業務品質
向上

● 魅力ある職場づくり

働き方の改革

● 価値観の多様な個人・企業
による協働の推進

● 国籍・年齢・性別・居住地に
依らず機会を公平に提供

● 場所・時間に縛られないで
働ける環境・制度を整備

環境の整備

● 海外上流・
　トレーディング
● 海外中下流

● 都市開発
● 材料
● 情報

● 新領域・その他

P25-48

P7-8

P7-8

P43-46

解 説 解 説

解 説
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ガス事業の心臓部といえるのが製造所で
す。LNGを都市ガスに加工し、ご家庭や工
場などへ安定的に送り出すために、万全の
製造体制を構築しています。

供 給

都市ガスの安定供給を支えるために、計画的
な設備更新やパイプライン　　網の整備を推
進しています。また、緊急時に備え、24時間
365日の出動体制を整えています。

販売・消費

ご家庭で使用されるガス機器のさらなる省
エネルギー化と、業務用・産業用における高効
率ガス空調、ガスコージェネレーションシステ
ム　　などを通じて、省CO2・省エネルギー
に努めています。

製 造採 掘

近年、天然ガスへの期待がますます高まって
います。大阪ガスでは、調達するLNG　　の
多様性・柔軟性を高め、安定的かつ低廉な
LNGの調達を目指しており、自社の直接関
与によるガス田開発にも取り組んでいます。

長期契約締結 8ヵ国

輸 送

Daigasグループでは、自社保有と他社保有
のLNG船の効率的な運用により、安全、確
実な輸送に努めています。

（発電・卸用を含む）
LNG輸入量 9,419千t/年約 製造所数 2ヵ所 約導管総延長 62,700km 約ガス供給件数 557 9万 千件

※Daigasグループの持分発電設備容量を含む。検討・建設中案件は含まない。

L
N
G
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の

配
慮
す
べ
き
主
な
事
項

・資源採掘時のエネルギー消費に伴う
  温室効果ガス（GHG　   ）排出
・資源採掘時の環境トラブル
・周辺地域の生物多様性への影響
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・調達先従業員の労働安全衛生、人権

お取引先

・都市ガス製造所、発電所での
エネルギー消費および発電に
伴うGHG排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境
・ガス導管　　埋設時の掘削土　　排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・自然災害等による供給トラブル

地域社会 お客さま

・お客さま先での都市ガス消費に伴うGHG排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

お客さま 地球環境

・安全装置が装備されていないガス機器の
  使用によるお客さま先での事故
・製品・サービス、料金に関する適切な情報提供
・お客さまの個人情報保護

お客さま

・教育などの地域に対する貢献

地域社会

・作業者の労働安全衛生、人権

従業員

・作業者への研修・教育と環境の整備
・ダイバーシティ推進

従業員
・作業者への研修・教育と環境の整備
・ダイバーシティ推進

従業員

・作業者への研修・
  教育と環境の整備
・ダイバーシティ
  推進

従業員

お取引先

・作業者の労働安全衛生、人権

従業員 お取引先

・都市ガス製造所周辺、発電所周辺の安全
・自然災害等による都市ガス製造トラブル、
発電トラブル

地域社会 お客さま

・作業者の労働
  安全衛生、人権

従業員

お取引先・LNG船運航時のエネルギー消費に伴うGHG排出
・LNG船運航時の環境トラブル
・LNG船のバラスト水　　による生物多様性への影響
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・LNG船船員の労働安全衛生、人権

お取引先

Daigasグループは、火力、コージェネレー
ション、再生可能エネルギーなどの多様な電
源を保有し、発電事業を行っています。お客
さまに安心して電気をご使用いただけるよう
安定した供給力の確保に努めています。

電気の供給は、関西電力（株）の送配電網を利
用して行うため、供給時の信頼性や品質はこ
れまでと変わりがないほか、万一、Daigasグ
ループの発電所にトラブルが発生した場合で
も、供給が停止することがない仕組みが構築さ
れています。

販売・消費

近畿2府4県および、福井県・三重県・岐阜県
等の一部のお客さまに電気を供給しています。

輸 送

約201万kW※ 約低圧電気供給件数 94万    千件
電
力
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

発 電

（電力会社の送配電網を使用）

送 電

マテリアリティ指標に対応するGRIスタンダード項目
 顧客の安全衛生

大気への排出／エネルギー
研修と教育

 地域コミュニティ
 顧客プライバシー

 サプライヤーの評価

憲章Ⅰ

憲章Ⅱ

憲章Ⅲ

「DaigasグループCSR憲章」ごとのCSR指標
 お客さま満足度調査・7つの顧客接点業務
 環境経営指標
コミュニケーション活動／社会貢献活動

憲章Ⅳ 従業員コンプライアンス意識調査スコア／
コンプライアンス研修受講率

憲章Ⅴ  社員意識調査

地域社会 憲章Ⅲ

お取引先 308414憲章Ⅰ～Ⅴ

従業員 憲章Ⅳ
憲章Ⅴ

（2019年3月末現在）

バリューチェーンでの配慮すべき主な
事項と各指標に基づく取り組みについて

Daigasグループでは、持続可能な社会実現に向けて、事業活動における環境や社会への影響等を把握・管理
するため、重要な側面（マテリアリティ）を特定し、主要取り組み指標（KPI）に沿ってマネジメントを行っていま
す。また、CSR憲章ごとに活動の“見える化”を図るため、CSR指標を設定し、取り組みを推進しています。

マテリアリティ・CSRの各指標について（→P25-26） 各CSR憲章の目指すべき姿と合致すると考える持続可能な開発目標（SDGs）の7つの目標を記しています。

各
指
標
に
基
づ
く
取
り
組
み

天然ガスの効率的活用と再生可能エネルギー利用拡大による温室効果ガスの低排出を実現

災害によるエネルギーインフラへの影響を最小化し、レジリエンスなまちづくりを実現

ジェンダー平等の実現と雇用の創出、従業員の安全衛生の推進に努める

ジェンダー平等の実現と雇用の創出、従業員の安全衛生の推進に努める

302憲章Ⅱ 305 308 201414

お客さま 憲章Ⅰ

憲章Ⅱ
お客さまへのエネルギーの安定供給、イノベーションによるサービス向上、
省エネ情報等の提供・提案を通じて、持続可能な社会とビジネスの発展に貢献

302
305 418

416

413
416

308
404

414
405

416
302305

404
ダイバーシティと機会均等405

413

経済パフォーマンス201

418
308 414

5

地球環境

バリューチェーンにおける影響の認識とCSRの取り組み
Daigasグループは、環境性、供給安定性に優れたエネルギーである天然ガスを海外から調達し、近畿圏を中心に約557万

9千件のお客さまに都市ガスを、また、約94万5千件のお客さまに電気を供給しています。原料の安定調達、盤石な保安体

制、災害対策などを通じて、お客さまの安心・安全の確保に努めています。

ウェブサイト掲載情報 ■ バリューチェーンにおけるCSRの取り組み
■ 主なエネルギーバリューチェーンが社会に与える影響とCSRの取り組み
■ サプライチェーンにおけるCSRの取り組み

解 説

解 説 解 説

解 説

解 説

解 説

解 説

解 説 解 説

Daigasグループについて
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ガス事業の心臓部といえるのが製造所で
す。LNGを都市ガスに加工し、ご家庭や工
場などへ安定的に送り出すために、万全の
製造体制を構築しています。

供 給

都市ガスの安定供給を支えるために、計画的
な設備更新やパイプライン　　網の整備を推
進しています。また、緊急時に備え、24時間
365日の出動体制を整えています。

販売・消費

ご家庭で使用されるガス機器のさらなる省
エネルギー化と、業務用・産業用における高効
率ガス空調、ガスコージェネレーションシステ
ム　　などを通じて、省CO2・省エネルギー
に努めています。

製 造採 掘

近年、天然ガスへの期待がますます高まって
います。大阪ガスでは、調達するLNG　　の
多様性・柔軟性を高め、安定的かつ低廉な
LNGの調達を目指しており、自社の直接関
与によるガス田開発にも取り組んでいます。

長期契約締結 8ヵ国

輸 送

Daigasグループでは、自社保有と他社保有
のLNG船の効率的な運用により、安全、確
実な輸送に努めています。

（発電・卸用を含む）
LNG輸入量 9,419千t/年約 製造所数 2ヵ所 約導管総延長 62,700km 約ガス供給件数 557 9万 千件

※Daigasグループの持分発電設備容量を含む。検討・建設中案件は含まない。
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ー
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主
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事
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・資源採掘時のエネルギー消費に伴う
  温室効果ガス（GHG　   ）排出
・資源採掘時の環境トラブル
・周辺地域の生物多様性への影響
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・調達先従業員の労働安全衛生、人権

お取引先

・都市ガス製造所、発電所での
エネルギー消費および発電に
伴うGHG排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境
・ガス導管　　埋設時の掘削土　　排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・自然災害等による供給トラブル

地域社会 お客さま

・お客さま先での都市ガス消費に伴うGHG排出
・気候変動によるリスクと機会の認識

お客さま 地球環境

・安全装置が装備されていないガス機器の
  使用によるお客さま先での事故
・製品・サービス、料金に関する適切な情報提供
・お客さまの個人情報保護

お客さま

・教育などの地域に対する貢献

地域社会

・作業者の労働安全衛生、人権

従業員

・作業者への研修・教育と環境の整備
・ダイバーシティ推進

従業員
・作業者への研修・教育と環境の整備
・ダイバーシティ推進

従業員

・作業者への研修・
  教育と環境の整備
・ダイバーシティ
  推進

従業員

お取引先

・作業者の労働安全衛生、人権

従業員 お取引先

・都市ガス製造所周辺、発電所周辺の安全
・自然災害等による都市ガス製造トラブル、
発電トラブル

地域社会 お客さま

・作業者の労働
  安全衛生、人権

従業員

お取引先・LNG船運航時のエネルギー消費に伴うGHG排出
・LNG船運航時の環境トラブル
・LNG船のバラスト水　　による生物多様性への影響
・気候変動によるリスクと機会の認識

地球環境

・LNG船船員の労働安全衛生、人権

お取引先

Daigasグループは、火力、コージェネレー
ション、再生可能エネルギーなどの多様な電
源を保有し、発電事業を行っています。お客
さまに安心して電気をご使用いただけるよう
安定した供給力の確保に努めています。

電気の供給は、関西電力（株）の送配電網を利
用して行うため、供給時の信頼性や品質はこ
れまでと変わりがないほか、万一、Daigasグ
ループの発電所にトラブルが発生した場合で
も、供給が停止することがない仕組みが構築さ
れています。

販売・消費

近畿2府4県および、福井県・三重県・岐阜県
等の一部のお客さまに電気を供給しています。

輸 送

約201万kW※ 約低圧電気供給件数 94万    千件
電
力
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

発 電

（電力会社の送配電網を使用）

送 電

マテリアリティ指標に対応するGRIスタンダード項目
 顧客の安全衛生

大気への排出／エネルギー
研修と教育

 地域コミュニティ
 顧客プライバシー

 サプライヤーの評価

憲章Ⅰ

憲章Ⅱ

憲章Ⅲ

「DaigasグループCSR憲章」ごとのCSR指標
 お客さま満足度調査・7つの顧客接点業務
 環境経営指標
コミュニケーション活動／社会貢献活動

憲章Ⅳ 従業員コンプライアンス意識調査スコア／
コンプライアンス研修受講率

憲章Ⅴ  社員意識調査

地域社会 憲章Ⅲ

お取引先 308414憲章Ⅰ～Ⅴ

従業員 憲章Ⅳ
憲章Ⅴ

（2019年3月末現在）

バリューチェーンでの配慮すべき主な
事項と各指標に基づく取り組みについて

Daigasグループでは、持続可能な社会実現に向けて、事業活動における環境や社会への影響等を把握・管理
するため、重要な側面（マテリアリティ）を特定し、主要取り組み指標（KPI）に沿ってマネジメントを行っていま
す。また、CSR憲章ごとに活動の“見える化”を図るため、CSR指標を設定し、取り組みを推進しています。

マテリアリティ・CSRの各指標について（→P25-26） 各CSR憲章の目指すべき姿と合致すると考える持続可能な開発目標（SDGs）の7つの目標を記しています。

各
指
標
に
基
づ
く
取
り
組
み

天然ガスの効率的活用と再生可能エネルギー利用拡大による温室効果ガスの低排出を実現

災害によるエネルギーインフラへの影響を最小化し、レジリエンスなまちづくりを実現

ジェンダー平等の実現と雇用の創出、従業員の安全衛生の推進に努める

ジェンダー平等の実現と雇用の創出、従業員の安全衛生の推進に努める

302憲章Ⅱ 305 308 201414

お客さま 憲章Ⅰ

憲章Ⅱ
お客さまへのエネルギーの安定供給、イノベーションによるサービス向上、
省エネ情報等の提供・提案を通じて、持続可能な社会とビジネスの発展に貢献

302
305 418

416

413
416

308
404

414
405

416
302305

404
ダイバーシティと機会均等405

413

経済パフォーマンス201

418
308 414

5

地球環境

バリューチェーンにおける影響の認識とCSRの取り組み
Daigasグループは、環境性、供給安定性に優れたエネルギーである天然ガスを海外から調達し、近畿圏を中心に約557万

9千件のお客さまに都市ガスを、また、約94万5千件のお客さまに電気を供給しています。原料の安定調達、盤石な保安体

制、災害対策などを通じて、お客さまの安心・安全の確保に努めています。

ウェブサイト掲載情報 ■ バリューチェーンにおけるCSRの取り組み
■ 主なエネルギーバリューチェーンが社会に与える影響とCSRの取り組み
■ サプライチェーンにおけるCSRの取り組み

解 説

解 説 解 説

解 説

解 説

解 説

解 説

解 説 解 説
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110年以上にわたり培ってきた「お役立ちの精神」を継承し、
新たな社会課題に真摯に向き合い、その解決を目指します。

Daigasグループに根付く「お役立ち」の精神

Daigasグループの歴史は、1905年の創業以来、様々な
形でお客さまや社会の課題解決に挑戦し、「社会のお役に立
つもの」を広めてきた歴史と言えます。
たとえば、明治時代に大阪ガスが会社を設立する時の願
書を見ますと、設立理由の一つが、当時火災を引き起こして
いた石油ランプに替えてガス灯を普及させることとあります。
ここにも社会課題を解決したいという思いがありました。
1975年から16年かけて行った、都市ガスの原料を石炭・
石油から環境面などで優れた天然ガスに全面的に切り替え

る天然ガス転換も、その大きな目的の一つが高度経済成長
に伴う大気汚染の深刻化という社会課題の解決でした。お
客さまのご協力のもと一軒一軒訪問し、ガス機器の調整作
業を行う天然ガス転換は、転換戸数440万戸、転換機器台
数2,300万台にのぼる一大プロジェクトとなりました。
1982年に初号機を納入したガスコージェネレーションシ

ステム 解 説も、オイルショックにより省エネ気運が高まるなか、
エネルギーの効率利用という社会課題の解決を目指すもの
でした。家庭用燃料電池コージェネレーションシステム「エネ
ファーム」は世界最高の発電効率を誇り、今や10万台以上
普及し、ご家庭での省エネ、CO2削減に貢献しています。

トップコミットメント

大阪ガス株式会社　代表取締役社長

Daigasグループについて
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「走りながら考える」震災対応のなか
「サービス第一」を実感

社会課題を解決し、持続可能な社会の実現を目指す取り
組みは国際的に広がりつつあり、国連で採択された「持続可
能な開発目標（SDGs）」も、その枠組みの一つです。

当社グループが地球規模の気候変動や地震、集中豪雨
などの自然災害への対策に取り組むことで、目標達成に貢
献することができると考えています。

環境面の対策では、環境負荷の低い天然ガスをより一層
普及させていくとともに、再生可能エネルギー電源の開発、
IoTなどを活用した省エネルギーサービス事業の拡大を進
めており、長期経営ビジョンでは、2030年までに累計7,000
万トンのCO2削減に貢献することを目標にしています。

災害面の対策では、昨年多発した災害への対応をもとに、
地震によるガス供給停止からのさらなる早期復旧や、停電
時のコージェネレーションによる電力供給の継続などに取り
組んでいます。

私自身が当社グループの「サービス第一」を強く実感した
のは、1995年、阪神・淡路大震災の都市ガス復旧活動の時
でした。

当時、私はマーケティング部門の一員でした。お客さま対
応で、最初に行ったのがカセットコンロの手配でした。冬季
でしたので、被災された方々は何より温かい食事や飲み物
を望まれていました。86万戸で都市ガス供給を停止してい
るなか、当面の熱源をどう確保するか、その答えがカセット
コンロの提供でした。被災地周辺の店頭商品がなくならな
いように東北エリアのメーカーから、10万台のコンロを急い
で調達したことを思い出します。

それとともに、臨時の風呂・シャワーブースを設置したほか、
現在ではマニュアル化されている移動式ガス供給設備もこ
の時に初めて試作、投入しました。未曾有の大災害に直面
するなかで、従業員全員がお客さまのために何ができるかを、
まさに「走りながら考える」状態でした。平時はもちろん、非
常時であっても「サービス第一」の精神を遺憾なく発揮する
こと、これが当社グループのあり姿であると実感しました。

この精神は今もグループ全体で堅持しています。昨年6月
に起こった大阪府北部地震では、全国のガス事業者から約
2,700人の方々に駆けつけていただき、都市ガスの供給を
1週間で復旧することができました。一度に多数の要員や車
両等を受け入れるのは難しい面もありましたが、日頃の備え
に加えて、「走りながら考える」という臨機応変の対応が、ス
ムーズな受け入れにつながりました。また、発災直後、当社
のホームページがつながりにくくなりましたが、これに気づ
いた社員がFacebookやTwitterなどSNSを活用し、お客
さまが求める情報を機動的に提供し始めました。これも、お
客さまのお役に立つために「走りながら考える」対応の一つ
でした。

持続可能な開発目標（SDGs）への
貢献を目指して

阪神・淡路大震災の際に設置したCNG　  による
移動式ガス発生装置（上）と仮設風呂設備（下）

こうした「お役立ちの精神」は、社是である「サービス第一」、
目指す姿である「暮らしとビジネスの“さらなる進化”のお役
に立つ企業グループ」にも反映され、グループのDNAとし
て人や組織風土のなかに脈々と受け継がれてきています。
これをグループの事業活動に最大限に生かすことが、経営
者の使命の一つと考えます。

解 説
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Daigasグループは、1905年にガスの供給を開始し、「サービス第一」を旨に、お客さまや社会のニーズに合わせた商品・サー
ビスの提供に努めるとともに、お客さまから求められる利便性や省エネルギー行動につながる様々な新技術の開発研究・実用
化にも取り組んできました。2006年には「DaigasグループCSR憲章」を定め、ステークホルダーの期待に応え、企業の社会的責
任を全うすべく、役員および従業員の行動の指針としており、持続可能な社会の実現に向け「DaigasグループCSR憲章」に基づ
いたCSR活動を実践するとともに、事業活動を通じた社会課題の解決に取り組んでいます。　　

近年では、エネルギービジネスを中心に事業を展開する当社グループにとって、気候変動の問題にかかわる温室効果ガス
（GHG　  ）排出削減の取り組みは極めて重要な使命と考え、2030年度までにCO2排出量を累計約7,000万トン削減すること
を目指しています。再生可能エネルギーの利用拡大、最先端のエネルギー機器の普及、LNG　  利用普及などの海外事業展開
等、様々な取り組みを進めています。また、年々増加の傾向にある自然災害時において、通常どおり機能することが求められる
インフラの防災対策や早期復旧対策などに取り組み、レジリエンスの向上に努めています。

これらの取り組みでは、当社グループが長年培ってきた様々な技術を生かしたイノベーションによる新たな価値を生み出して
います。また当社グループ内だけでなく、お客さまが抱える課題解決にも貢献できるよう当社グループ一丸となって新規サービ
スの創出に努めています。

当社グループはこうした活動が、持続可能な開発目標（SDGs）の目標13「気候変動に具体的な対策を」を筆頭に、目標12「つ
くる責任つかう責任」や、目標7「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、目標9「産業と技術革新の基盤をつくろう」等に貢献
できると考えています。またこれらの取り組みを進めることで、雇用や多様な人材が活躍できる場の創出、持続可能なまちづく
りなど、様々な機会を生み出す活動へつながると考えています。加えて、SDGsのいくつかの目標・ターゲットレベルでの目標達
成に貢献*できると考えています。（*詳細について、ウェブサイトの「経営戦略と一体となったCSR」で報告しています。）

特 集
Daigasグループの技術力×人材力で
社会課題を解決

持続可能な開発目標（SDGs）への貢献

● 天然ガスを中心とした最適
なエネルギーミックスを追求
します。

● 再生可能エネルギーの割合
を増やします。

● 地域に暮らす誰もが安全・快適で、
持続可能な都市化を推進します。

● 多様なサービス、イノベーションによる
新たな価値創出などを通じて生産性向
上と経済成長を支援します。

● 女性が能力を発揮して活躍できる職場
づくりを推進します。

約7,000万トン

● 雇用を創出し、働きがいのある仕事を
提供します。

● 安定的で質が高く、レジリエント　  （強靭）
なエネルギーインフラを構築します。

● 資源を効率的に利用します。
● 人々に対して持続可能なエ

ネルギーを利用したライフ
スタイルの情報発信や提案
を行います。

2017～2030年度CO2排出累計削減貢献量

Daigasグループは、総合エネルギー事業者として気候変動への問題に取り組んでいきます。
持続可能なエネルギーの創出を通じて、産業発展やまちづくりへ貢献していきます。

ウェブサイト掲載情報 ■ トップコミットメント
■ 特集 Daigasグループの

技術力×人材力で社会課題を解決

解 説

解 説

解 説

当社グループが、今後もお客さまや社会のお役に立ち続
けるためには、持続的な進化と成長が欠かせません。私たち
は今、競争の激化、大規模災害の多発、デジタル化の急速
な進展、脱炭素化への期待など、これまでに経験がない大
きな変化に直面しています。
当社グループは、これまで幾多の試練に遭遇しましたが、

その都度、持ち前のレジリエンス 解 説で乗り越えてきました。
しかし、昨今の急激で大きな変化に対応し、持続的な成長
につなげるためのレジリエンスは、一段と進化したものが必
要です。元通りに回復する力を「レジリエンス1.0」とすれば、
よりしなやかに、変化を梃子にさらに成長する力を「レジリエ
ンス2.0」と呼んでいます。
レジリエンスを2.0に高めるためには、「スピーディに走り
ながら考える」とともに、新しいことに次々と挑戦する姿勢
が欠かせません。ただ、挑戦には時として失敗が伴うため、
メンバーが失敗を恐れず挑むことができる組織の風土づく
りと、チャレンジ精神に富んだ人材の育成に力を入れていま
す。たとえば、当社では従業員自らが目標を設定したうえで、

最後になりますが、企業経営においては「公正と効率」の考
え方が重要と思っており、私自身の座右の銘にしています。「公
正」とは、社会の公器として課題を解決し、社会のお役に立
つことであり、「効率」とは、生産性を向上させ、適正な利益を
追求することです。どちらも企業を持続的に成長させるうえ
で必要なことであり、両者の両立、バランスが重要です。
当社グループは、これからも、いつの時代にも変わること

のない「お役立ちの精神」を堅持しつつ、変化に対してしなや
かに対応していきます。そして、新たな社会課題の解決により、
お客さまや地域、社会の発展に貢献することを通じて、「時代
を超えて選ばれ続ける革新的エネルギー&サービスカンパ
ニー」を目指し、持続的な成長につなげていきます。

変化を乗り越えて進化する
「レジリエンス2.0」を発揮

持続的な成長を目指して

成果だけでなく取り組みの過程も評価する「目標管理」制度
を設け、積極的な挑戦を促しています。
さらに、「レジリエンス2.0」の求める「しなやかさ」には、新

しい発想やアイデアが不可欠です。それらは多くの場合、思
いがけない発想の融合から生まれるので、性別・年齢・障が
いの有無・国籍など多様性のある会社・組織を目指すダイ
バーシティ 解 説 推進には大きな意義があります。加えて、メン
バーが自由闊達に議論し、自分らしさを発揮できる職場環
境づくりが必要です。そして、これらの推進の大前提となる
ガバナンスの確保も含め、引き続きグローバル基準のESG
経営に取り組んでいきます。

こうした取り組みを推進するうえで、これまで当社グルー
プが培ってきた強みを存分に発揮することが重要です。
強みの一つは「カスタマイズ力」です。私たちは過去から
他燃料と競争するなかで、ガスの供給や設備・機器の提供
にとどまらず、お客さまの課題解決にいち早く取り組んでき
ました。たとえば工場やオフィスビルなどでは、エネルギー
の最適利用に資するようお客さまごとにカスタマイズした商
品・サービスの提案を行っています。
技術力も当社グループの強みです。グループ内外におけ

る研究開発のネットワークを生かして、基盤技術から応用技
術、商品技術に至るまで、一気通貫で課題を解決できる技
術開発に取り組んでいます。技術革新の中核を担うICT（情
報通信技術）分野では、早い時期から膨大な請求業務の処
理にコンピュータを導入しており、現在はAIやIoTの活用に
力を入れています。

社会課題の解決につなげるための
Daigasグループの強み

Daigasグループについて
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Daigasグループは、1905年にガスの供給を開始し、「サービス第一」を旨に、お客さまや社会のニーズに合わせた商品・サー
ビスの提供に努めるとともに、お客さまから求められる利便性や省エネルギー行動につながる様々な新技術の開発研究・実用
化にも取り組んできました。2006年には「DaigasグループCSR憲章」を定め、ステークホルダーの期待に応え、企業の社会的責
任を全うすべく、役員および従業員の行動の指針としており、持続可能な社会の実現に向け「DaigasグループCSR憲章」に基づ
いたCSR活動を実践するとともに、事業活動を通じた社会課題の解決に取り組んでいます。　　

近年では、エネルギービジネスを中心に事業を展開する当社グループにとって、気候変動の問題にかかわる温室効果ガス
（GHG　  ）排出削減の取り組みは極めて重要な使命と考え、2030年度までにCO2排出量を累計約7,000万トン削減すること
を目指しています。再生可能エネルギーの利用拡大、最先端のエネルギー機器の普及、LNG　  利用普及などの海外事業展開
等、様々な取り組みを進めています。また、年々増加の傾向にある自然災害時において、通常どおり機能することが求められる
インフラの防災対策や早期復旧対策などに取り組み、レジリエンスの向上に努めています。

これらの取り組みでは、当社グループが長年培ってきた様々な技術を生かしたイノベーションによる新たな価値を生み出して
います。また当社グループ内だけでなく、お客さまが抱える課題解決にも貢献できるよう当社グループ一丸となって新規サービ
スの創出に努めています。

当社グループはこうした活動が、持続可能な開発目標（SDGs）の目標13「気候変動に具体的な対策を」を筆頭に、目標12「つ
くる責任つかう責任」や、目標7「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、目標9「産業と技術革新の基盤をつくろう」等に貢献
できると考えています。またこれらの取り組みを進めることで、雇用や多様な人材が活躍できる場の創出、持続可能なまちづく
りなど、様々な機会を生み出す活動へつながると考えています。加えて、SDGsのいくつかの目標・ターゲットレベルでの目標達
成に貢献*できると考えています。（*詳細について、ウェブサイトの「経営戦略と一体となったCSR」で報告しています。）

特 集
Daigasグループの技術力×人材力で
社会課題を解決

持続可能な開発目標（SDGs）への貢献

● 天然ガスを中心とした最適
なエネルギーミックスを追求
します。

● 再生可能エネルギーの割合
を増やします。

● 地域に暮らす誰もが安全・快適で、
持続可能な都市化を推進します。

● 多様なサービス、イノベーションによる
新たな価値創出などを通じて生産性向
上と経済成長を支援します。

● 女性が能力を発揮して活躍できる職場
づくりを推進します。

約7,000万トン

● 雇用を創出し、働きがいのある仕事を
提供します。

● 安定的で質が高く、レジリエント　  （強靭）
なエネルギーインフラを構築します。

● 資源を効率的に利用します。
● 人々に対して持続可能なエ

ネルギーを利用したライフ
スタイルの情報発信や提案
を行います。

2017～2030年度CO2排出累計削減貢献量

Daigasグループは、総合エネルギー事業者として気候変動への問題に取り組んでいきます。
持続可能なエネルギーの創出を通じて、産業発展やまちづくりへ貢献していきます。

ウェブサイト掲載情報 ■ トップコミットメント
■ 特集 Daigasグループの

技術力×人材力で社会課題を解決

解 説

解 説

解 説

特集
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解 説

印南風力発電所
和歌山県日高郡印南町

事 例

急がれる持続可能なエネルギー&サービスの普及

印南風力発電所

特 集

1 気候変動に関する国際条約 COP:締約国会議

1992年　地球サミット（リオデジャネイロ）にて気候変動枠組条約を採択

199７年　COP3にて京都議定書を採択

2015年　COP21にて2020年以降の新たな枠組みとしてパリ協定を採択

2018年　気候変動に関する政府間パネル(IPCC)「1.5℃特別報告書」が公表

2018年　COP24にてパリ協定運用のための「実施指針（詳細ルール）」を採択

シミュレーションの様子

大阪ガス株式会社　　
エネルギー技術研究所
流体・材料解析チーム
髙谷 怜（気象予報士）

当社グループは、これまで培ってきた事業ノウハウを生
かし、関西以外のLNG　  事業の展開やバイオマス発電用
の国産木質バイオマス燃料の調達・販売会社の設立等、多
様な電源の開発と低炭素社会の実現へ貢献する持続可能
なインフラ構築を推進しています。

現在、風力や太陽光、バイオマスなどの再生可能エネル
ギー電源を国内で約21万kW保有し、CO2排出削減に貢
献しています。

2018年度は、千葉県袖ケ浦市や兵庫県姫路市において
国内最大級となる発電容量約7.5万kWのバイオマス専焼
の発電所を建設することを決定するなど、再生可能エネル
ギーのさらなる普及に努めています。

多様な電源の開発・運用、サービスの提供で貢献

解決策と取り組みSDGsへの貢献を目指して

低炭素社会の実現

課題

Daigasグループの強みの活用

ガスファンヒーターの空気の流れ方を研究してきた
ノウハウを生かす

開発担当者インタビュー

エネルギー事業は気象と深いかかわりのある事業です。エネル
ギー技術研究所では、30年前にファンヒーターの空気の流れを予
測して以来、工業炉内の燃焼、排気ガスの拡散、「エネファーム」内
部の流れなど、流体シミュレーション技術の様々な応用先を開拓し
てきました。ここで培った流体シミュレーション技術は、気体や液体
の流れをコンピュータ上で予測するものです。これらの技術を風、日
射量や雨などの気象予測に発展させれば、新たな基盤技術になる

と考え、気象シミュレーション技術の実用化に取り組みまし
た。近年ではこちらを風力発電事業に活用しています。

2005年には、当時計画中であった和歌山県広川明神山
風力発電所の発電量予測に初めて携わりましたが、複雑な
形状の物体周りの空気の流れ予測に関するノウハウやこれ
までの経験を生かし、信頼性の高い予測ができました。そ
の後も南オーストラリア「ハレット4プロジェクト」など、国
内外の風力発電所の発電量予測を多数行うことで風力発
電特有のノウハウを蓄積することができました。これらの
実績によって、印南風力発電所の事業性評価についてもス
ムーズに遂行することができました。

将来は、気温や天候によって客数や売れ筋が変わる小売
業やサービス業、収穫に影響がある農業など、気象予測を必
要とされるお客さまへのサービスの提供を目指しています。

ウェブサイト掲載情報 ■ 特集 Daigasグループの
  技術力×人材力で社会課題を解決

天然ガスの効率的活用と
再生可能エネルギー利用拡大による
温室効果ガスの排出抑制

気候変動にかかわる温室効果ガス（GHG　  ）排出削減
は、いまや待ったなしの課題です。そこで、CO2排出が少な
い天然ガスの活用や風力・太陽光などの再生可能エネル
ギーの使用比率を増大させることが重要となっており、
エネルギー事業者に一層の努力が求められています。

当社もガス&パワー事業者として、2018年度経営計画に
おいて再生可能エネルギーの開発・取得をさらに加速し、 
2030年度の再生可能エネルギー発電容量の目標を50万
kWから100万kW規模へ倍増することを目指しています。

加えてCO2排出が少ない天然ガス事業のさらなる拡大
を図り、持続可能なエネルギー&サービスの提供と多様な
電源の開発に貢献していきます。

天然ガスの効率的活用

再生可能エネルギー
の利用拡大

気象シミュレーション
技術

計画中・検討中の電源・基地等

1
2

3

6
4

9

10

5

8
7

広畑バイオマス発電:2023年運転開始予定
姫路天然ガス発電:検討中・環境アセスメント中
長岡炭酸（産業ガス）:2021年運転開始予定
尻別風力発電:2021年運転開始予定

1
2
3
4
5

福島ガス発電:2020年運転開始予定
市原バイオマス発電:2020年運転開始予定
袖ヶ浦バイオマス発電:2022年運転開始予定
扇島都市ガス供給（ガス製造・供給）:2020年運転開始予定
徳島津田バイオマス発電:2023年運転開始予定

6
7
8
9
10

ひむかエルエヌジー（LNG）:2022年運転開始予定

国内における計画・検討中の
電源・基地等

風を読み、気象を読み、
予測する
エネルギー事業者が手がける
シミュレーション技術の可能性

エネルギー事業は、気温による需要の変化、日射量による太陽光発電量
の増減など気象条件と密接に関係しています。そこで、気象・風況シミュ
レーション技術を開発し、風や太陽光の変化を予測、気象情報として各種
事業に有効活用してきました。

Daigasグループの（株）ガスアンドパワーが2018年6月に運転を開始し
た和歌山県の印南風力発電所（発電容量2.6万kW）では、建設にあたって
気象・風況シミュレーション技術を活用し、向こう20年間の発電量を予測
して風車の配置場所の選定などに生かしました。
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印南風力発電所

特 集

1 気候変動に関する国際条約 COP:締約国会議

1992年　地球サミット（リオデジャネイロ）にて気候変動枠組条約を採択

199７年　COP3にて京都議定書を採択

2015年　COP21にて2020年以降の新たな枠組みとしてパリ協定を採択

2018年　気候変動に関する政府間パネル(IPCC)「1.5℃特別報告書」が公表

2018年　COP24にてパリ協定運用のための「実施指針（詳細ルール）」を採択

シミュレーションの様子

大阪ガス株式会社　　
エネルギー技術研究所
流体・材料解析チーム
髙谷 怜（気象予報士）

当社グループは、これまで培ってきた事業ノウハウを生
かし、関西以外のLNG　  事業の展開やバイオマス発電用
の国産木質バイオマス燃料の調達・販売会社の設立等、多
様な電源の開発と低炭素社会の実現へ貢献する持続可能
なインフラ構築を推進しています。

現在、風力や太陽光、バイオマスなどの再生可能エネル
ギー電源を国内で約21万kW保有し、CO2排出削減に貢
献しています。

2018年度は、千葉県袖ケ浦市や兵庫県姫路市において
国内最大級となる発電容量約7.5万kWのバイオマス専焼
の発電所を建設することを決定するなど、再生可能エネル
ギーのさらなる普及に努めています。

多様な電源の開発・運用、サービスの提供で貢献

解決策と取り組みSDGsへの貢献を目指して

低炭素社会の実現

課題

Daigasグループの強みの活用

ガスファンヒーターの空気の流れ方を研究してきた
ノウハウを生かす

開発担当者インタビュー

エネルギー事業は気象と深いかかわりのある事業です。エネル
ギー技術研究所では、30年前にファンヒーターの空気の流れを予
測して以来、工業炉内の燃焼、排気ガスの拡散、「エネファーム」内
部の流れなど、流体シミュレーション技術の様々な応用先を開拓し
てきました。ここで培った流体シミュレーション技術は、気体や液体
の流れをコンピュータ上で予測するものです。これらの技術を風、日
射量や雨などの気象予測に発展させれば、新たな基盤技術になる

と考え、気象シミュレーション技術の実用化に取り組みまし
た。近年ではこちらを風力発電事業に活用しています。

2005年には、当時計画中であった和歌山県広川明神山
風力発電所の発電量予測に初めて携わりましたが、複雑な
形状の物体周りの空気の流れ予測に関するノウハウやこれ
までの経験を生かし、信頼性の高い予測ができました。そ
の後も南オーストラリア「ハレット4プロジェクト」など、国
内外の風力発電所の発電量予測を多数行うことで風力発
電特有のノウハウを蓄積することができました。これらの
実績によって、印南風力発電所の事業性評価についてもス
ムーズに遂行することができました。

将来は、気温や天候によって客数や売れ筋が変わる小売
業やサービス業、収穫に影響がある農業など、気象予測を必
要とされるお客さまへのサービスの提供を目指しています。

ウェブサイト掲載情報 ■ 特集 Daigasグループの
  技術力×人材力で社会課題を解決

天然ガスの効率的活用と
再生可能エネルギー利用拡大による
温室効果ガスの排出抑制

気候変動にかかわる温室効果ガス（GHG　  ）排出削減
は、いまや待ったなしの課題です。そこで、CO2排出が少な
い天然ガスの活用や風力・太陽光などの再生可能エネル
ギーの使用比率を増大させることが重要となっており、
エネルギー事業者に一層の努力が求められています。

当社もガス&パワー事業者として、2018年度経営計画に
おいて再生可能エネルギーの開発・取得をさらに加速し、 
2030年度の再生可能エネルギー発電容量の目標を50万
kWから100万kW規模へ倍増することを目指しています。

加えてCO2排出が少ない天然ガス事業のさらなる拡大
を図り、持続可能なエネルギー&サービスの提供と多様な
電源の開発に貢献していきます。

天然ガスの効率的活用

再生可能エネルギー
の利用拡大

気象シミュレーション
技術

計画中・検討中の電源・基地等

1
2

3

6
4

9

10

5

8
7

広畑バイオマス発電:2023年運転開始予定
姫路天然ガス発電:検討中・環境アセスメント中
長岡炭酸（産業ガス）:2021年運転開始予定
尻別風力発電:2021年運転開始予定

1
2
3
4
5

福島ガス発電:2020年運転開始予定
市原バイオマス発電:2020年運転開始予定
袖ヶ浦バイオマス発電:2022年運転開始予定
扇島都市ガス供給（ガス製造・供給）:2020年運転開始予定
徳島津田バイオマス発電:2023年運転開始予定

6
7
8
9
10

ひむかエルエヌジー（LNG）:2022年運転開始予定

国内における計画・検討中の
電源・基地等

風を読み、気象を読み、
予測する
エネルギー事業者が手がける
シミュレーション技術の可能性

エネルギー事業は、気温による需要の変化、日射量による太陽光発電量
の増減など気象条件と密接に関係しています。そこで、気象・風況シミュ
レーション技術を開発し、風や太陽光の変化を予測、気象情報として各種
事業に有効活用してきました。

Daigasグループの（株）ガスアンドパワーが2018年6月に運転を開始し
た和歌山県の印南風力発電所（発電容量2.6万kW）では、建設にあたって
気象・風況シミュレーション技術を活用し、向こう20年間の発電量を予測
して風車の配置場所の選定などに生かしました。

解 説

ダ
イ
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

経
営
と
C
S
R

特 

集

C
S
R
憲
章
Ⅰ

C
S
R
憲
章
Ⅱ

C
S
R
憲
章
Ⅲ

C
S
R
憲
章
Ⅳ

C
S
R
憲
章
Ⅴ

14Daigasグループ CSRレポート 2019

daigas_p01-26.indd   14 2019/09/02   11:40



大阪府北部地震
2018年6月18日7時58分

事 例

早期復旧と
きめこまかな情報提供
を両立

ガスを、よりしなやかで強いインフラに
大規模災害時においても通常通りに機能することが求

められるインフラは、設備の耐震化を図る等により「災害に
強いまちづくり」に貢献することが課題です。

ガス供給設備においても、人命を最優先とし、被害を最
小限にとどめるための予防対策はもちろん、安全を確保す
ることを目的としたガス供給停止等の緊急対策や、早期復
旧のためのシステムの整備・導入等の復旧対策などを柱と
して、レジリエンスの向上に取り組んでいます。

大阪府北部地震

特 集 レジリエンスなインフラ構築による
災害に強い
まちづくりへの貢献

レジリエンスなインフラ構築による
災害に強い
まちづくりへの貢献

2018年6月18日に発生した大阪府北部地震では、震度6弱を記録した
高槻市と茨木市を中心とする約11万2千戸で安全を確保するためガスの供
給を緊急停止しました。

復旧に際しては、全国のガス事業者から支援をいただき、総勢約5,100人
の体制であたり、6月24日に供給を停止していたお客さまに対するガスの供
給が可能になりました。また、4月に導入した「復旧見える化システム」にて、
復旧情報をきめこまかく発信することで、お客さまや行政等とのコミュニ
ケーションや連携をスムーズにはかることができました。

エネルギー事業者が手がける
マップ情報活用システムの可能性

2018年9月の台風で発生した大規模停電時に
は、当社の自立運転機能付き「エネファーム」等のガ
スコージェネレーションシステム　  が発電を継続
し、お客さま宅や工場等で電気を使っていただけた
ことから、改めてコージェネレーションへの注目が
高まっています。

災害時の電源確保に
コージェネレーションシステムが貢献

「復旧見える化システム」

大阪ガス株式会社　
ネットワークカンパニー　
中央保安指令部　
防災・供給チーム
小竹 翔太

復旧作業は「お客さま宅のメーターガス栓の閉止」「ガス
導管　  のもれ調査・修理」「お客さま宅を訪問・ガス設備
の安全を確認」「メーターガス栓の開栓・ガス供給再開」の流
れで行うため、ガス供給再開時にはお客さまの在宅が必要
です。お客さまへの迅速かつ正確な情報提供に加えて、復旧
までのご不安を少しでも解消できるシステム開発が急務でし
た。従来、ガスの復旧状況の広報はプレス発表等の文字情
報と簡易的な地図情報で行っていました。

そこで、大阪ガスが復旧作業の効率化を図るため構築し
た災害復旧支援システム「BRIDGE」で一元化している情報
と詳細な地図情報を連携し、地図上に復旧状況を掲載し、
復旧進捗状況を社外に提供する「復旧見える化システム」
を開発しました。

復旧作業の情報を、お客さまサービスに生かす

解決策と取り組みSDGsへの貢献を目指して

インフラの防災対策・早期復旧

課題

災害に強いまちづくり

Daigasグループの強みの活用

ITを活用した情報共有システム構築

分散型エネルギーシステム普及・活用

このシステムは、国の災害時情報集約支援チームが避難
所などの情報を重ねて「災害対応支援地図」とし、災害時に
活動する機関で共有されたり、自衛隊の入浴支援活動など
にも活用されたりする動きを見せています。

使いやすさにこだわった「復旧見える化システム」

開発担当者インタビュー

ガスの復旧状況のお知らせは、ガス導管網が行政区と一致してい
ないので、どうしても「〇〇町の一部」などという曖昧な表現になり
ますが、これでは個々のお客さまにとっては自分のところがいつ復
旧するのか分かりません。もし、復旧作業の予定を詳細な地図情報
でご提供できれば、お客さまに安心感をもっていただけるとともに
ガス復旧に必要な開栓時の在宅をお願いできるものと考えました。

そこで、スマートフォンの普及やインターネット利用のお客さまの増
加も踏まえて、住所や地図で復旧の進捗状況を色分けで示し、また特

定の位置を検索すると訪問・開栓予定時期を表示する仕組み
を作りました。これを「復旧見える化システム」と名付け、災害
時用のホームページにリンクさせることとしました。

大阪府北部地震の発生後、「大阪ガスのホームページに
地図を使った便利な復旧情報がある」とSNSで発信いただ
いたことでアクセスが急増しました。多い日は1日26万回
に達し、「役に立った」との多数のメッセージをいただくこと
ができました。

少しでも分かりやすくするためにと、一般の地図ソフトと
同等の使いやすさにこだわって開発しました。このシステム
がガスの復旧を待つお客さまの役に立つことになり、本当

によかったと思います。
お客さまや社 会からのニーズにお応えできるよう

Daigasグループの技術力を活用し、災害に強い社会の実
現に貢献していきたいと考えています。

メーターガス栓の閉止

復旧作業の流れ

ガス導管のもれ調査・修理

お客さま宅を訪問・
ガス設備の安全を確認

メーターガス栓の開栓・
ガス供給の再開
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大阪府北部地震
2018年6月18日7時58分

事 例

早期復旧と
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を両立
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た。従来、ガスの復旧状況の広報はプレス発表等の文字情
報と簡易的な地図情報で行っていました。

そこで、大阪ガスが復旧作業の効率化を図るため構築し
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と詳細な地図情報を連携し、地図上に復旧状況を掲載し、
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にも活用されたりする動きを見せています。

使いやすさにこだわった「復旧見える化システム」

開発担当者インタビュー

ガスの復旧状況のお知らせは、ガス導管網が行政区と一致してい
ないので、どうしても「〇〇町の一部」などという曖昧な表現になり
ますが、これでは個々のお客さまにとっては自分のところがいつ復
旧するのか分かりません。もし、復旧作業の予定を詳細な地図情報
でご提供できれば、お客さまに安心感をもっていただけるとともに
ガス復旧に必要な開栓時の在宅をお願いできるものと考えました。

そこで、スマートフォンの普及やインターネット利用のお客さまの増
加も踏まえて、住所や地図で復旧の進捗状況を色分けで示し、また特

定の位置を検索すると訪問・開栓予定時期を表示する仕組み
を作りました。これを「復旧見える化システム」と名付け、災害
時用のホームページにリンクさせることとしました。

大阪府北部地震の発生後、「大阪ガスのホームページに
地図を使った便利な復旧情報がある」とSNSで発信いただ
いたことでアクセスが急増しました。多い日は1日26万回
に達し、「役に立った」との多数のメッセージをいただくこと
ができました。

少しでも分かりやすくするためにと、一般の地図ソフトと
同等の使いやすさにこだわって開発しました。このシステム
がガスの復旧を待つお客さまの役に立つことになり、本当

によかったと思います。
お客さまや社 会からのニーズにお応えできるよう

Daigasグループの技術力を活用し、災害に強い社会の実
現に貢献していきたいと考えています。

メーターガス栓の閉止

復旧作業の流れ

ガス導管のもれ調査・修理

お客さま宅を訪問・
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事 例

調理・加工を解明し
食品特性を最大化する

各種困りごとに応えるICT/IoTへの
ニーズの高まり
業務用・産業用のお客さま先では、昨今、熟練技術者の
減少や高齢化、設備故障による生産効率のダウンなど様々
な“お困りごと”が生じています。
当社では、お客さまとの様々な接点の機会にお客さま先の

顕在・潜在ニーズを把握し、各ステークホルダーと協働しな
がら新しい価値を創造し、多様なメニューや新技術をお客さ
まに提供することで、“お困りごと”解決に努めています。

画像認識技術による支援

特 集

大阪ガスは、家庭用・業務用の調理機器を開発する過程で「食」に関する
知識を蓄積してきました。エネルギー技術研究所の「フードサイエンスラボ

（食Lab．）」では、食品の調理・加工プロセスにおいてキーとなる現象を科
学的に解明することにより、食品の特性を最大化するための研究を行って
います。

酒造りにおける酒米の適切な浸漬時間を割り出すため、伏見酒造組合と
共同で行った酒米の評価手法の開発もその一つ。ガス炊飯器開発のために
研究を重ねてきた当社の食に関する科学と技術を応用したものです。

エネルギー事業者が手がける
伝熱・構造分析技術の可能性

①技術熟練者の減少＆高齢化
②設備故障による生産効率ダウン
③酷暑対策など労働環境改善への対応
④書類・データの煩雑化
⑤営業と生産現場の意思疎通不足
⑥システム専門人材の不足

お客さまの課題例

Daigasグループは、ガス事業で培ってきたシミュレーショ
ンやセンサー等の技術およびシステム開発やデータ分析に
加え、お客さま先でのコンサル営業をさらに進化させること
で様々な課題を解決するIoTシステムを提供しています。
2018年度は、当社独自の画像認識技術を活用し、伏見
酒造組合と共同で酒米評価の新手法を開発しました。近年
の吟醸酒や大吟醸酒の需要が高まっている一方で、酒造り
職人（杜氏や蔵人）が減少傾向にあり、科学技術における
技術伝承の支援につながりました。
今後も、当社グループが保有するこれらの研究開発の成
果や情報通信技術（ICT）を「工場IoTサービス」※等に生か
し、お客さまの抱える多様な課題に対し、IoTサービスをワ
ンストップで提供していきます。

お客さま先と一体となったソリューション提案

解決策と取り組みSDGsへの貢献を目指して

お客さまが抱える様々な課題

課題

Daigasグループの強みの活用

炊飯米のために開発した技術を酒米に応用

開発担当者インタビュー

「食Lab．」では、米の浸漬中の吸水状態を知るため、吸水によっ
て生じる米の外観変化を画像認識により評価する技術を研究・開
発してきました。
この技術が法人のお客さまへの付加価値提案に活用できない
かとの営業担当者から相談があり、2016年から伏見酒造組合と
共同で酒米の吸水状態評価を開始し、既存の評価手法との整合性
や酒造現場のデータとの相関などの検証を行いました。2年間の
共同検証の結果、本技術が酒米の評価に有効であること、現場の

杜氏さんの感覚ともよく一致していることが確認でき、今
後、様々な酒造りの現場での活用を目指していきます。
この技術の特長はお米を水に浸けて吸水させる「浸漬工

程」の進み度合いを可視化、数値化できることです。浸漬は
酒造りでは非常に重要な工程で、米の品種や土地、浸漬温
度などによって浸漬に必
要な時間が変わるため、
杜氏さんの経験と技に
よって浸漬時間を秒単位
で制御しています。
吟醸酒や大吟醸酒用

の酒米は、玄米の60%以下の大きさまで精米するため吸
水が早く、また吸水時に割れが生じます。その変化を3次
元的に捉える技術や、AIを用いた画像認識技術を新たに
開発することで、秒単位の変化を的確に捉えることができ
たのが技術のブレイクスルーのポイントになりました。
米の評価技術だけでなく、当社では様々な食品の評価
技術を研究・開発しています。それらを、幅広いソリュー
ション提案の一つとしてご提供し、お客さま先での品質向
上、製造工程管理、製品開発に役立つ新サービスの創出に
つなげていきたいと考えています。

伏見酒造組合
京都府京都市伏見区

設備・職場環境の
改善提案

省エネルギー
サービス提案

天然ガスの
高効率利用の提案

災害に強い
システム構築提案

技術継承の
ソリューション提案

ICT/IoTサービスの進化で
お客さまの抱える様々な

“お困りごと”を解決

吸水状態を測定する中山研究員

大阪ガス株式会社
エネルギー技術研究所
フードサイエンスラボ
研究員
冨田 晴雄

※Daigas工場IoTサービス

IoTプラットフォーム（データ蓄積＆簡易分析）

Daigas技術 他社技術

設備稼働
データ

人や部材の
位置認識

異音検知
（故障予知）

アナログメータの
デジタル化

米吸水
可視化

❶設備の状態監視 ❷保守予防保全 ❸生産データの
一元管理

品質向上

省エネ

故障予知

異音検知

生産管理

他部署間連携

気象シミュレーション におい検知

3
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事 例
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業務用・産業用のお客さま先では、昨今、熟練技術者の
減少や高齢化、設備故障による生産効率のダウンなど様々
な“お困りごと”が生じています。
当社では、お客さまとの様々な接点の機会にお客さま先の

顕在・潜在ニーズを把握し、各ステークホルダーと協働しな
がら新しい価値を創造し、多様なメニューや新技術をお客さ
まに提供することで、“お困りごと”解決に努めています。

画像認識技術による支援

特 集

大阪ガスは、家庭用・業務用の調理機器を開発する過程で「食」に関する
知識を蓄積してきました。エネルギー技術研究所の「フードサイエンスラボ

（食Lab．）」では、食品の調理・加工プロセスにおいてキーとなる現象を科
学的に解明することにより、食品の特性を最大化するための研究を行って
います。

酒造りにおける酒米の適切な浸漬時間を割り出すため、伏見酒造組合と
共同で行った酒米の評価手法の開発もその一つ。ガス炊飯器開発のために
研究を重ねてきた当社の食に関する科学と技術を応用したものです。

エネルギー事業者が手がける
伝熱・構造分析技術の可能性

①技術熟練者の減少＆高齢化
②設備故障による生産効率ダウン
③酷暑対策など労働環境改善への対応
④書類・データの煩雑化
⑤営業と生産現場の意思疎通不足
⑥システム専門人材の不足

お客さまの課題例

Daigasグループは、ガス事業で培ってきたシミュレーショ
ンやセンサー等の技術およびシステム開発やデータ分析に
加え、お客さま先でのコンサル営業をさらに進化させること
で様々な課題を解決するIoTシステムを提供しています。
2018年度は、当社独自の画像認識技術を活用し、伏見
酒造組合と共同で酒米評価の新手法を開発しました。近年
の吟醸酒や大吟醸酒の需要が高まっている一方で、酒造り
職人（杜氏や蔵人）が減少傾向にあり、科学技術における
技術伝承の支援につながりました。
今後も、当社グループが保有するこれらの研究開発の成
果や情報通信技術（ICT）を「工場IoTサービス」※等に生か
し、お客さまの抱える多様な課題に対し、IoTサービスをワ
ンストップで提供していきます。

お客さま先と一体となったソリューション提案

解決策と取り組みSDGsへの貢献を目指して

お客さまが抱える様々な課題

課題

Daigasグループの強みの活用

炊飯米のために開発した技術を酒米に応用

開発担当者インタビュー

「食Lab．」では、米の浸漬中の吸水状態を知るため、吸水によっ
て生じる米の外観変化を画像認識により評価する技術を研究・開
発してきました。
この技術が法人のお客さまへの付加価値提案に活用できない
かとの営業担当者から相談があり、2016年から伏見酒造組合と
共同で酒米の吸水状態評価を開始し、既存の評価手法との整合性
や酒造現場のデータとの相関などの検証を行いました。2年間の
共同検証の結果、本技術が酒米の評価に有効であること、現場の

杜氏さんの感覚ともよく一致していることが確認でき、今
後、様々な酒造りの現場での活用を目指していきます。
この技術の特長はお米を水に浸けて吸水させる「浸漬工

程」の進み度合いを可視化、数値化できることです。浸漬は
酒造りでは非常に重要な工程で、米の品種や土地、浸漬温
度などによって浸漬に必
要な時間が変わるため、
杜氏さんの経験と技に
よって浸漬時間を秒単位
で制御しています。
吟醸酒や大吟醸酒用

の酒米は、玄米の60%以下の大きさまで精米するため吸
水が早く、また吸水時に割れが生じます。その変化を3次
元的に捉える技術や、AIを用いた画像認識技術を新たに
開発することで、秒単位の変化を的確に捉えることができ
たのが技術のブレイクスルーのポイントになりました。
米の評価技術だけでなく、当社では様々な食品の評価
技術を研究・開発しています。それらを、幅広いソリュー
ション提案の一つとしてご提供し、お客さま先での品質向
上、製造工程管理、製品開発に役立つ新サービスの創出に
つなげていきたいと考えています。

伏見酒造組合
京都府京都市伏見区

設備・職場環境の
改善提案

省エネルギー
サービス提案

天然ガスの
高効率利用の提案

災害に強い
システム構築提案

技術継承の
ソリューション提案

ICT/IoTサービスの進化で
お客さまの抱える様々な

“お困りごと”を解決

吸水状態を測定する中山研究員

大阪ガス株式会社
エネルギー技術研究所
フードサイエンスラボ
研究員
冨田 晴雄

※Daigas工場IoTサービス

IoTプラットフォーム（データ蓄積＆簡易分析）

Daigas技術 他社技術

設備稼働
データ

人や部材の
位置認識

異音検知
（故障予知）

アナログメータの
デジタル化

米吸水
可視化

❶設備の状態監視 ❷保守予防保全 ❸生産データの
一元管理

品質向上

省エネ

故障予知

異音検知

生産管理

他部署間連携

気象シミュレーション におい検知

3

ウェブサイト掲載情報 ■ 特集 Daigasグループの
  技術力×人材力で社会課題を解決
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コーポレート・ガバナンス

監査役の機能強化に向けた取り組み状況
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（情報交換等）

取締役（会）※1（社外取締役含む）

業務執行取締役（副社長執行役員、常務執行役員）

大阪ガス基本組織

代表取締役社長（社長執行役員）

業務執行取締役
（副社長執行役員、常務執行役員）

監査部

経営会議※4

監査役室

　監査役（会）※3
（社外監査役含む）

会計監査人

全社委員会

・ＣＳＲ委員会
・投資評価委員会

諮問委員会※2
（指名・報酬）

関係会社

監査等

★

重要な意思決定
監視・監督機能

業務執行機能
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■ コーポレート・ガバナンス体制 （2019年6月20日定時株主総会終了時）

※1  取締役会
取締役13人
（社内取締役10人・社外取締役3人）

※2  諮問委員会
社外取締役（3人）、社外監査役（3人）、 
代表取締役社長、社長が指名する者
（他の代表取締役のなかから2人まで）

※3  監査役会
監査役5人（常勤監査役（社内）2人、
社外監査役3人）

※4  経営会議
社長執行役員1人、副社長執行役員3人、
常務執行役員6人
（★原則年3回を「CSR推進会議」として開催）

※ 日常の業務活動に関するリスクの管理を実行するためのシステム。各組織・各関係
会社において、管理者が「G-RIMS」を通じて、約50のリスク項目に対して、予防・早
期発見する取り組みの実行状況を点検するとともに、リスクの大きさを評価し、対処
すべきリスクを特定したうえで、対応策の立案・実施・フォロー等のPDCAサイクル
を運用しています。

当社グループでは、基本組織長と関係会社社長が損失

の危険の管理を推進し、定期的にリスクマネジメントの点

検を実施しています。各基本組織および各関係会社におい

ては、「G-RIMS（Gas Group Risk Management System）」※

等を活用して、リスクの把握、対応状況の点検とフォロー等

を実施しています。また、「CSR委員会リスク管理部会」にお

いて、「G-RIMS」の結果等に基づき、当社グループの今後の

リスク対応に関する認識の明確化・共有化を図っています。

さらに、保安・防災等のグループに共通するリスク管理

に関しては、主管組織を明確にし、各基本組織と各関係会

社をサポートすることで、グループ全体としてのリスクマネ

ジメントに取り組んでいます。緊急非常事態に対する備え

としては、災害対策に関する規程および事業継続計画

（BCP　  ）を整備しています。

監査役の機能強化に向けた取り組みとして、社外監査役

を3人選任し、独立した立場から取締役の職務執行の監査

に努めています。年間監査計画や監査結果の報告等の定

期的な会合を含め、各監査役が必要に応じて随時情報の

交換を行い、監査の実効性・質的向上を図っています。ま

た、業務執行取締役の指揮命令系統外の専従スタッフから

なる監査役室を設置し、監査役の職務を補助することによ

り、監査役の監査機能の充実を図っています。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

大阪ガスは、2017年3月に策定した長期経営ビジョン

2030・中期経営計画2020「Going Forward Beyond 

Borders」の実現に向け、行動指針である「Daigasグルー

プCSR憲章」とその具体的な行動基準である「Daigasグ

ループ企業行動基準」および「Daigasグループ環境行動基

準」に基づき、透明、公正かつ果断な意思決定および効率

的かつ適正な業務執行を通じて、持続的な成長と中長期的

取締役会・取締役
取締役会は、社外取締役3人を含む13人で構成されており、取締

役会規程および取締役会付議基準を定めて、子会社等を含めた当
社グループ全般にかかわる重要事項を取り扱い、迅速かつ的確な意
思決定と監督機能の充実を図っています。2018年度は、13回開催
し、当社グループの経営計画、重要な組織の設置、重要な人事、一
定金額以上の重要な投資、契約の締結、業務執行取締役による業
務執行状況報告等を議題としました。出席率は98.8%でした。

執行役員
当社は、執行役員制度を導入し、取締役が経営の意思決定と監

視・監督に注力することにより、取締役会を活性化して経営の効
率性および監督機能を高めるように努めています。執行役員は取
締役会で定めた職務の執行に従事するとともに、代表取締役と取
締役の一部が執行役員を兼務し、経営の意思決定を確実かつ効
率的に実施しています。

経営会議
当社は、経営会議で経営の基本方針および経営に関する重要

な事項について、十分に審議を尽くしたうえで意思決定を行って
います。経営会議は、社内規程「経営会議規程」に則って、社長執
行役員、副社長執行役員、常務執行役員、本部長および事業部長
で構成しています。経営会議のうち原則年3回を「CSR推進会議」
として開催し、CSRに関する活動計画の審議および活動報告を
行っています。

監査役会・監査役
監査役会は、社外監査役3人を含む5人の監査役で構成され、

それぞれが取締役の職務の執行を監査しています。

監査部
当社は、内部監査部門として監査部を設置し、年間監査計画等

に基づいて、独立・客観的な立場から、業務活動の基準適合性・
効率性および制度・基準類の妥当性の評価等を実施し、課題を抽
出のうえ、監査対象組織の業務改善につながる提言・フォロー
アップ等を行うとともに、監査結果を経営会議に報告しています。
なお、監査部は、定期的な外部評価の受審等を通じて、監査業務
の品質の維持向上を図っています。

諮問委員会
取締役・監査役候補者の選任、代表取締役その他の業務執行

取締役の選定・解職に関する事項および取締役の報酬に関する
事項については、客観性の確保と決定プロセスの透明性の観点か
ら、社外役員が過半数を占める任意の諮問委員会の審議を踏まえ
て決定しています。

CSR委員会
当社グループのCSR活動を統括する役員であるCSR統括を委

員長として、関連組織長が委員となり、環境、コンプライアンス、
地域貢献、人権・雇用、情報セキュリティやリスク管理等のCSR活
動について、組織横断的な調整・推進を行っています。

投資評価委員会
経営企画本部長を委員長として、関連組織長が委員となり、一

定規模以上の投資案件に関し、リスク・リターン等の投資評価に
関する検討を行い、経営会議に答申することで適切な投資判断の
サポートを行っています。

な企業価値の向上を図ります。また、株主の権利行使に適

切に対応し、ステークホルダーとの対話と協働を通じて信

頼の維持向上に努め、当社グループのCSR水準を一層高め

る等、ESG（環境、社会、ガバナンス）に配慮したグローバル

基準の経営を目指して、コーポレート・ガバナンスの充実・

強化を継続的に推進します。

社外取締役の役割・機能

社外取締役は取締役会の一員として意思決定に参画

するとともに、その識見・経験等に基づき、独立した立

場から業務執行取締役の職務の執行を監視・監督して

います。

コーポレート・ガバナンス推進体制と取り組み

大阪ガスは、監査役会設置会社を選択するとともに、執行役員制度を導入しています。当社のガバナンス体制は次のとお

りです。

内部統制の状況

大阪ガスは、取締役会において、当社の取締役の職務の

執行が法令および定款に適合することを確保するための体

制その他当社グループの業務の適正を確保するために必要

な体制（内部統制システム）を定めています。当社は、内部

統制システムの運用状況を定期的に確認しており、2019

年4月24日開催の取締役会で、内部統制システムが適切に

運用されている旨を報告しました。

解 説

経営とCSR
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■ コーポレート・ガバナンス体制 （2019年6月20日定時株主総会終了時）

※1  取締役会
取締役13人
（社内取締役10人・社外取締役3人）

※2  諮問委員会
社外取締役（3人）、社外監査役（3人）、 
代表取締役社長、社長が指名する者
（他の代表取締役のなかから2人まで）

※3  監査役会
監査役5人（常勤監査役（社内）2人、
社外監査役3人）

※4  経営会議
社長執行役員1人、副社長執行役員3人、
常務執行役員6人
（★原則年3回を「CSR推進会議」として開催）

※ 日常の業務活動に関するリスクの管理を実行するためのシステム。各組織・各関係
会社において、管理者が「G-RIMS」を通じて、約50のリスク項目に対して、予防・早
期発見する取り組みの実行状況を点検するとともに、リスクの大きさを評価し、対処
すべきリスクを特定したうえで、対応策の立案・実施・フォロー等のPDCAサイクル
を運用しています。

当社グループでは、基本組織長と関係会社社長が損失

の危険の管理を推進し、定期的にリスクマネジメントの点

検を実施しています。各基本組織および各関係会社におい

ては、「G-RIMS（Gas Group Risk Management System）」※

等を活用して、リスクの把握、対応状況の点検とフォロー等

を実施しています。また、「CSR委員会リスク管理部会」にお

いて、「G-RIMS」の結果等に基づき、当社グループの今後の

リスク対応に関する認識の明確化・共有化を図っています。

さらに、保安・防災等のグループに共通するリスク管理

に関しては、主管組織を明確にし、各基本組織と各関係会

社をサポートすることで、グループ全体としてのリスクマネ

ジメントに取り組んでいます。緊急非常事態に対する備え

としては、災害対策に関する規程および事業継続計画

（BCP　  ）を整備しています。

監査役の機能強化に向けた取り組みとして、社外監査役

を3人選任し、独立した立場から取締役の職務執行の監査

に努めています。年間監査計画や監査結果の報告等の定

期的な会合を含め、各監査役が必要に応じて随時情報の

交換を行い、監査の実効性・質的向上を図っています。ま

た、業務執行取締役の指揮命令系統外の専従スタッフから

なる監査役室を設置し、監査役の職務を補助することによ

り、監査役の監査機能の充実を図っています。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

大阪ガスは、2017年3月に策定した長期経営ビジョン

2030・中期経営計画2020「Going Forward Beyond 

Borders」の実現に向け、行動指針である「Daigasグルー

プCSR憲章」とその具体的な行動基準である「Daigasグ

ループ企業行動基準」および「Daigasグループ環境行動基

準」に基づき、透明、公正かつ果断な意思決定および効率

的かつ適正な業務執行を通じて、持続的な成長と中長期的

取締役会・取締役
取締役会は、社外取締役3人を含む13人で構成されており、取締

役会規程および取締役会付議基準を定めて、子会社等を含めた当
社グループ全般にかかわる重要事項を取り扱い、迅速かつ的確な意
思決定と監督機能の充実を図っています。2018年度は、13回開催
し、当社グループの経営計画、重要な組織の設置、重要な人事、一
定金額以上の重要な投資、契約の締結、業務執行取締役による業
務執行状況報告等を議題としました。出席率は98.8%でした。

執行役員
当社は、執行役員制度を導入し、取締役が経営の意思決定と監

視・監督に注力することにより、取締役会を活性化して経営の効
率性および監督機能を高めるように努めています。執行役員は取
締役会で定めた職務の執行に従事するとともに、代表取締役と取
締役の一部が執行役員を兼務し、経営の意思決定を確実かつ効
率的に実施しています。

経営会議
当社は、経営会議で経営の基本方針および経営に関する重要

な事項について、十分に審議を尽くしたうえで意思決定を行って
います。経営会議は、社内規程「経営会議規程」に則って、社長執
行役員、副社長執行役員、常務執行役員、本部長および事業部長
で構成しています。経営会議のうち原則年3回を「CSR推進会議」
として開催し、CSRに関する活動計画の審議および活動報告を
行っています。

監査役会・監査役
監査役会は、社外監査役3人を含む5人の監査役で構成され、

それぞれが取締役の職務の執行を監査しています。

監査部
当社は、内部監査部門として監査部を設置し、年間監査計画等

に基づいて、独立・客観的な立場から、業務活動の基準適合性・
効率性および制度・基準類の妥当性の評価等を実施し、課題を抽
出のうえ、監査対象組織の業務改善につながる提言・フォロー
アップ等を行うとともに、監査結果を経営会議に報告しています。
なお、監査部は、定期的な外部評価の受審等を通じて、監査業務
の品質の維持向上を図っています。

諮問委員会
取締役・監査役候補者の選任、代表取締役その他の業務執行

取締役の選定・解職に関する事項および取締役の報酬に関する
事項については、客観性の確保と決定プロセスの透明性の観点か
ら、社外役員が過半数を占める任意の諮問委員会の審議を踏まえ
て決定しています。

CSR委員会
当社グループのCSR活動を統括する役員であるCSR統括を委

員長として、関連組織長が委員となり、環境、コンプライアンス、
地域貢献、人権・雇用、情報セキュリティやリスク管理等のCSR活
動について、組織横断的な調整・推進を行っています。

投資評価委員会
経営企画本部長を委員長として、関連組織長が委員となり、一

定規模以上の投資案件に関し、リスク・リターン等の投資評価に
関する検討を行い、経営会議に答申することで適切な投資判断の
サポートを行っています。

な企業価値の向上を図ります。また、株主の権利行使に適

切に対応し、ステークホルダーとの対話と協働を通じて信

頼の維持向上に努め、当社グループのCSR水準を一層高め

る等、ESG（環境、社会、ガバナンス）に配慮したグローバル

基準の経営を目指して、コーポレート・ガバナンスの充実・

強化を継続的に推進します。

社外取締役の役割・機能

社外取締役は取締役会の一員として意思決定に参画

するとともに、その識見・経験等に基づき、独立した立

場から業務執行取締役の職務の執行を監視・監督して

います。

コーポレート・ガバナンス推進体制と取り組み

大阪ガスは、監査役会設置会社を選択するとともに、執行役員制度を導入しています。当社のガバナンス体制は次のとお

りです。

内部統制の状況

大阪ガスは、取締役会において、当社の取締役の職務の

執行が法令および定款に適合することを確保するための体

制その他当社グループの業務の適正を確保するために必要

な体制（内部統制システム）を定めています。当社は、内部

統制システムの運用状況を定期的に確認しており、2019

年4月24日開催の取締役会で、内部統制システムが適切に

運用されている旨を報告しました。

解 説
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当社グループでは、「DaigasグループCSR憲章」「Daigas

グループ企業行動基準」に基づき、事業活動を行うなかで

起こり得る様々な影響を事前に認識し、より良い解決策に

向かって相互に納得し受け入れることができるようにする

ため、対話等を通じてステークホルダーと積極的にかかわ

ることを重視しています。たとえば、関西消費者団体連絡

懇談会や（福）大阪ボランティア協会、大阪ガス労働組合

との対話を行っています。また国連グローバル・コンパクト

の日本企業ネットワークにおける協働や情報交換、政府や

行政の各種施策立案への積極的な参加、ガス産業の発展

を目指す国際ガス連盟（IGU）の一員としての提言活動等

を行っています。

また、ガス事業にかかわる業務を委託している協力会社

にも当社グループのCSRの取り組みをご理解いただき、協

力会社で構成する5つの団体においては、CSR行動規範

を含む倫理綱領を策定しました。そのほか、企業や大学、

NPOなどとの協働事業も積極的に進めており、多様なス

テークホルダーとの対話と協働を行っています。

DaigasグループのCSR推進

新マテリアリティ分析マップ

CS推進
会議

環境部会
社会貢献
部会

コンプライ
アンス部会

CSR委員会
委員長：CSR統括

代表取締役社長
CSR推進会議

経営会議

情報セキュ
リティ部会

リスク管理
部会

「DaigasグループCSR憲章」に関連する
その他の会議体制

人権啓発
推進委員会

保安統括
会議

中央安全
健康会議

■CSR推進体制（2019年4月1日現在）

ステークホルダーとの対話と協働

Daigas
グループ

株主
・
投資家

お客さま

従業員 地域社会

有識者

行政

教育機関
・
学生

消費者
団体

協力会社
・
取引先

NPO
・
NGO

2018年度の主な活動実績

お客さまとの対話

お客さまセンター受電数 約387万件
お客さま満足度調査回答 約5万9千件

お客さまセンター

消費者団体等との対話 779回

消費者団体等との対話

消費者団体の方々向け施設見学会

地域社会との対話

社会貢献活動 1,085回
環境教育・食育 1,497回

食育活動

株主・投資家との対話

機関投資家・アナリストとの対話 172回
（国内85回、海外87回）
決算説明会・単年度計画説明会 5回
個人投資家向け説明会 6回

アニュアルレポート

当社グループは、2017年度にCSRの重要側面（マテリア

リティ）を新たに特定し、2018年度からPDCAマネジメン

トを開始しています。特定にあたっては、2013年度に特定

した前マテリアリティに関する活動進捗（2014-2016年

度）について、外部有識者の意見を参考に評価するととも

に、事業環境の変化やサステナビリティ関連の社会動向を

踏まえ、GRIガイドラインの最新版となるGRIスタンダード

が示す手順を参考にしました。

性
要
重
た
見
ら
か
会
社

自社から見た重要性 高い

い
高

1

2

3

3 203 間接的な経済的インパクト 408 児童労働

303 水 410 保安慣行

401 雇用 411 先住民族の権利

402 労使関係 412 人権アセスメント

406 非差別 415 公共政策

2 202 地域経済での存在感 403 労働安全衛生

204 調達慣行
407

結社の自由と
団体交渉205 腐敗防止

206 反競争的行為 409 強制労働

301 原材料
417

マーケティングと
ラベリング304 生物多様性

306 排水および廃棄物
419

社会経済面の
コンプライアンス307 環境コンプライアンス

201 経済パフォーマンス

302 エネルギー

305 大気への排出

308 414 サプライヤーの評価（環境・社会）

404 研修と教育

405 ダイバーシティ　  と機会均等

413 地域コミュニティ

416 顧客の安全衛生

418 顧客プライバシー

優先的な取り組み1

Daigasグループは、ステークホルダーの期待に応え、企業

の社会的責任を全うし、当社グループが持続的な発展を図って

いくため、2006年に「DaigasグループCSR憲章」を定め、当社

グループの役員および従業員の行動の指針としています。

さらに、2007年には日本の公益企業としては初めて国

連グローバル・コンパクトへの参加も表明し、企業が国際

的な観点で取り組むべき原則を支持しています。

役員および従業員の具体的行動基準である「Daigasグ

ループ企業行動基準」（2000年制定）は、2008年には国連

グローバル・コンパクトに合致した内容に、2011年には

ISO26000の中核課題も踏まえた内容に改定しました。ま

た、当社グループ内での浸透と本基準に則った業務遂行を

目的に改定（2018年3月）を行いました。

一方、当社グル―プの事業の拡大に伴い、お客さま、地域

社会、株主・投資家、従業員など、私たちの事業が影響を及

ぼすステークホルダーの範囲もさらに広がっていきます。

私たちの事業が社会や環境に与える影響を認識し、それ

に配慮しながら事業活動を行っていくため、2009年から

CSRの取り組みの推進と“見える化”のために、CSR憲章ご

とに「CSR指標」を策定し、取り組みを推進しています。

1

※GRIスタンダードは、共通スタンダードの100シリーズと、項目別スタンダード
の200シリーズ（経済項目）、300シリーズ（環境項目）、400シリーズ（社会項目）
の４つで構成されています。当社グループのマテリアリティは、33ある項目別
スタンダードから上記　 に該当する部分を選んでいます。

お客さまの期待を上回るサービス
を提供するため、お客さまと接す
る様々な機会を通じてお客さま
の声に耳を傾け、製品やサービス
の改善につなげています。

地域との良好な関係なくして当社
グループの事業は成り立ちませ
ん。「エネルギー環境教育」「食育」
「防災教育・火育」などの社会貢献
活動に取り組んでいます。

関西消費者団体連絡懇談会や
（福）大阪ボランティア協会、大阪
ガス労働組合等との対話を行っ
ています。

「株主さま価値」の創造へ、安定的な利益の
創出や継続的な株主還元の実施に向けた経
営環境の強化を目指し、各種媒体や説明会
等による情報開示や対話に努めています。

ウェブサイト掲載情報
■ CSRマネジメント
■ マテリアリティについて
■ ステークホルダーとの対話と協働

解 説
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当社グループでは、「DaigasグループCSR憲章」「Daigas

グループ企業行動基準」に基づき、事業活動を行うなかで

起こり得る様々な影響を事前に認識し、より良い解決策に

向かって相互に納得し受け入れることができるようにする

ため、対話等を通じてステークホルダーと積極的にかかわ

ることを重視しています。たとえば、関西消費者団体連絡

懇談会や（福）大阪ボランティア協会、大阪ガス労働組合

との対話を行っています。また国連グローバル・コンパクト

の日本企業ネットワークにおける協働や情報交換、政府や

行政の各種施策立案への積極的な参加、ガス産業の発展

を目指す国際ガス連盟（IGU）の一員としての提言活動等

を行っています。

また、ガス事業にかかわる業務を委託している協力会社

にも当社グループのCSRの取り組みをご理解いただき、協

力会社で構成する5つの団体においては、CSR行動規範

を含む倫理綱領を策定しました。そのほか、企業や大学、

NPOなどとの協働事業も積極的に進めており、多様なス

テークホルダーとの対話と協働を行っています。

DaigasグループのCSR推進

新マテリアリティ分析マップ

CS推進
会議

環境部会
社会貢献
部会

コンプライ
アンス部会

CSR委員会
委員長：CSR統括

代表取締役社長
CSR推進会議

経営会議

情報セキュ
リティ部会

リスク管理
部会

「DaigasグループCSR憲章」に関連する
その他の会議体制

人権啓発
推進委員会

保安統括
会議

中央安全
健康会議

■CSR推進体制（2019年4月1日現在）

ステークホルダーとの対話と協働
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2018年度の主な活動実績

お客さまとの対話

お客さまセンター受電数 約387万件
お客さま満足度調査回答 約5万9千件

お客さまセンター

消費者団体等との対話 779回

消費者団体等との対話

消費者団体の方々向け施設見学会

地域社会との対話

社会貢献活動 1,085回
環境教育・食育 1,497回

食育活動

株主・投資家との対話

機関投資家・アナリストとの対話 172回
（国内85回、海外87回）
決算説明会・単年度計画説明会 5回
個人投資家向け説明会 6回

アニュアルレポート

当社グループは、2017年度にCSRの重要側面（マテリア

リティ）を新たに特定し、2018年度からPDCAマネジメン

トを開始しています。特定にあたっては、2013年度に特定

した前マテリアリティに関する活動進捗（2014-2016年

度）について、外部有識者の意見を参考に評価するととも

に、事業環境の変化やサステナビリティ関連の社会動向を

踏まえ、GRIガイドラインの最新版となるGRIスタンダード

が示す手順を参考にしました。
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か
会
社

自社から見た重要性 高い

い
高

1

2

3

3 203 間接的な経済的インパクト 408 児童労働

303 水 410 保安慣行

401 雇用 411 先住民族の権利

402 労使関係 412 人権アセスメント

406 非差別 415 公共政策

2 202 地域経済での存在感 403 労働安全衛生

204 調達慣行
407

結社の自由と
団体交渉205 腐敗防止

206 反競争的行為 409 強制労働

301 原材料
417

マーケティングと
ラベリング304 生物多様性

306 排水および廃棄物
419

社会経済面の
コンプライアンス307 環境コンプライアンス

201 経済パフォーマンス

302 エネルギー

305 大気への排出

308 414 サプライヤーの評価（環境・社会）

404 研修と教育

405 ダイバーシティ　  と機会均等

413 地域コミュニティ

416 顧客の安全衛生

418 顧客プライバシー

優先的な取り組み1

Daigasグループは、ステークホルダーの期待に応え、企業

の社会的責任を全うし、当社グループが持続的な発展を図って

いくため、2006年に「DaigasグループCSR憲章」を定め、当社

グループの役員および従業員の行動の指針としています。

さらに、2007年には日本の公益企業としては初めて国

連グローバル・コンパクトへの参加も表明し、企業が国際

的な観点で取り組むべき原則を支持しています。

役員および従業員の具体的行動基準である「Daigasグ

ループ企業行動基準」（2000年制定）は、2008年には国連

グローバル・コンパクトに合致した内容に、2011年には

ISO26000の中核課題も踏まえた内容に改定しました。ま

た、当社グループ内での浸透と本基準に則った業務遂行を

目的に改定（2018年3月）を行いました。

一方、当社グル―プの事業の拡大に伴い、お客さま、地域

社会、株主・投資家、従業員など、私たちの事業が影響を及

ぼすステークホルダーの範囲もさらに広がっていきます。

私たちの事業が社会や環境に与える影響を認識し、それ

に配慮しながら事業活動を行っていくため、2009年から

CSRの取り組みの推進と“見える化”のために、CSR憲章ご

とに「CSR指標」を策定し、取り組みを推進しています。

1

※GRIスタンダードは、共通スタンダードの100シリーズと、項目別スタンダード
の200シリーズ（経済項目）、300シリーズ（環境項目）、400シリーズ（社会項目）
の４つで構成されています。当社グループのマテリアリティは、33ある項目別
スタンダードから上記　 に該当する部分を選んでいます。

お客さまの期待を上回るサービス
を提供するため、お客さまと接す
る様々な機会を通じてお客さま
の声に耳を傾け、製品やサービス
の改善につなげています。

地域との良好な関係なくして当社
グループの事業は成り立ちませ
ん。「エネルギー環境教育」「食育」
「防災教育・火育」などの社会貢献
活動に取り組んでいます。

関西消費者団体連絡懇談会や
（福）大阪ボランティア協会、大阪
ガス労働組合等との対話を行っ
ています。

「株主さま価値」の創造へ、安定的な利益の
創出や継続的な株主還元の実施に向けた経
営環境の強化を目指し、各種媒体や説明会
等による情報開示や対話に努めています。

ウェブサイト掲載情報
■ CSRマネジメント
■ マテリアリティについて
■ ステークホルダーとの対話と協働

解 説
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SDGsの貢献に関して、7項目を選定されている
ことについて教えて下さい。

　  エネルギーを中心としたビジネスを展開するDaigas
グループは、SDGsの目標13「気候変動に具体的な対策を」
を中心に、強みを生かして貢献できる7つのSDGsの目標に
ついて、「Daigasグループ CSRレポート2017」で公表し、
活動に取り組んできました。

SDGsの貢献に関して、
1年間の自己評価を教えてください。

　  2018年度は、自然災害や、第5次エネルギー基本計

國部 克彦 氏 梨岡 英理子 氏 宮川 正 津田 恵
株式会社 環境管理会計研究所
取締役
神戸大学大学院教授

株式会社 環境管理会計研究所
代表取締役
公認会計士・税理士

大阪ガス株式会社
代表取締役 副社長執行役員
CSR統括

大阪ガス株式会社
CSR・環境部長

画、COP24など、当社グループに影響を及ぼした出来事が
ありました。

大阪府北部地震においては、短期間に全国から大勢の復
旧応援隊が駆けつけてくださり、震災後1週間でガスの供給
を再開しました。現在、国立研究開発法人防災科学技術研
究所と連携し、被災情報、災害情報等の共有などにも取り
組んでいます。また、台風21号による停電時には、自立運転
機能付きのコージェネレーション 解 説 が運転継続する事例も
あり、防災対策や早期復旧対応は、SDGs目標11の「住み
続けられるまちづくりを」に資する活動になると考えています。

また、エネルギー基本計画で主力電源と位置づけられて
いる再生可能エネルギーの開発に積極的に取り組んでおり、
天然ガスの普及拡大とともにSDGs目標7「エネルギーをみ
んなに そしてクリーンに」、そしてCOP24で話し合われた
気候変動対策に関するSDGs目標13の貢献にもつながる
と考えています。

将来ビジョンについて
教えてください。

　  SDGs目標13に貢献するため、2017年度に策定し
た長期経営ビジョンにおいて、2030年度までにお客さま先
を含めて累計7,000万トンのCO2を削減する目標を設定し
ています。今後、さらに長期にわたる気候変動によるリスク
や機会の分析を進めるなかで、状況の変化に対応できる複
数のシナリオを設定することが重要だと考えています。

Daigasグループは、簡易な審査を含んだ「評価・
勧告タイプ」の第三者意見を（株）環境管理会計研究
所に依頼しました。ご意見を策定していただく過程で、
当社グループのCSRにかかわる活動に関して、CSR
統括（副社長 宮川 正）のインタビューや担当者への
ヒアリングを実施していただきました。

ご質問に対する宮川CSR統括の当日の回答につ
いて記載し、それを受け、（株）環境管理会計研究所か
らいただいた意見書を掲載します。

第三者意見

経営とCSR
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津田 恵
大阪ガス株式会社
CSR・環境部長

再生可能エネルギーへの取り組みについて
教えてください。

　  2030年度における再生可能エネルギーの電源規模
の目標を、当初から倍増の100万kWに拡大していますが、
建設中のものを含めると60万kWに達し、順調に開発が進
んでいます。また、国産木質バイオマスの調達や販売を行う

「（株）グリーンパワーフュエル」も2019年3月に設立しました。

ステークホルダーエンゲージメントの考え方に
ついて教えてください。

　　当社グループは、お客さまや従業員、取引先、株主・
投資家など各ステークホルダーと、事業活動において起こ
り得る様々な影響を事前に認識し、より良い解決策に向かっ
て相互に納得し受け入れることができるように積極的な対
話を重視しています。

具体的なステークホルダーエンゲージメント
活動について教えてください。

　　たとえば、取引先やサービスチェーンにご協力いただ
き、製品安全や労働状況などをCSRアンケートで確認する
ことで、バリューチェーン 解 説 全体のCSR活動のレベルアッ
プにつなげています。

従業員とのコミュニケーションにおいては、創発性（従業
員の主体性）をさらに高めていくため、有志の若手従業員が
アイデアを出し合い、新しい事業を創造するプログラムなど
も積極的に奨励しています。

2019年5月には、気候変動に関する情報開示において、
当社もTCFD 解 説 提言に賛同しました。今後も様々なステー
クホルダーとのエンゲージメント活動を通じ、新しい価値創
造につなげていきます。

■ 第三者意見・第三者検証ウェブサイト掲載情報
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